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■
町
の
安
全
・
安
心
策

●
防
災
行
政
無
線
調
査
業
務

　

防
災
行
政
無
線
（
同
報
系
）
導
入

に
向
け
、
最
適
な
無
線
シ
ス
テ
ム
を

構
築
す
る
た
め
、
本
年
７
月
に
業
務

委
託
に
着
手
い
た
し
ま
し
た
。
机
上

検
討
、
現
場
調
査
、
電
波
伝
搬
調
査

な
ど
を
行
い
、
町
民
の
方
へ
、
災
害

時
の
情
報
提
供
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え

る
よ
う
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
 

　

（　

年
７
月
～
）

２６

●
女
性
消
防
団
設
置
事
業

　

防
火
防
災
の
啓
発
な
ど
の
予
防
活

動
や
各
種
行
事
等
に
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
女
性
消
防
団
員
を
募
集
し
ま

し
た
。
応
募
が
少
な
い
状
況
で
す
の

で
、
年
齢　

歳
以
上
の
町
内
在
住
在

１８

勤
の
方
の
入
団
募
集
中
で
す
。

（　

年
６
月
～
）

２６

●
消
火
器
購
入
補
助
事
業

　

本
年
４
月
よ
り
防
火
意
識
の
向
上

と
火
災
の
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止

め
る
事
を
目
的
に
、
補
助
率
１
/
２
、

３
、０
０
０
円
を
上
限
に
消
火
器
購

入
費
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

９
月
現
在
、　

件
の
補
助
金
を
交
付

４６

し
ま
し
た
。

（　

年
４
月
～
）

２６

●
小
中
学
校
非
構
造
部
材 

　

落
下
防
止
調
査
事
業

　

学
校
施
設
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
一
日
の
大
半
を
過
ご
す
学
習
･
生

活
の
場
で
あ
り
、
ま
た
、
災
害
等
の

緊
急
時
に
は
地
域
住
民
の
応
急
避
難

場
所
と
し
て
の
役
割
も
担
う
こ
と
か

ら
、
学
校
施
設
の
地
震
に
対
す
る
安

全
性
の
確
保
は
重
要
で
す
。
天
井
等

の
落
下
防
止
対
策
を
進
め
る
た
め
の

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

（　

年
７
月
～
）

２６

●
役
場
本
館 

 

　

太
陽
光
発
電
設
備
等
設
置
事
業

　

役
場
本
館
は
、
災
害
時
に
災
害
対

策
本
部
を
設
置
す
る
、
防
災
拠
点
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
非
常
用
電
源
に
も
利
用
で
き
る

太
陽
光
発
電
設
備
及
び
蓄
電
池
設
置

工
事
を
実
施
中
で
す
。
工
事
終
了
は

平
成　

年　

月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

２６

１２

 

（　

年
９
月
～
）

２６

■
少
子
高
齢
化
対
策

●
野
木
学
童
保
育
室
新
築
事
業 

　

平
成　

年　

月
末
の
建
物
完
成
に

２６

１１

向
け
て
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
待
機
児
童
を
解
消
し
定
員
を

　

名
に
拡
大
し
て
実
施
し
て
い
き
ま

４０す
。 

（　

年
５
月
～
）

２６

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

　

子
育
て
の
援
助
を
行
い
た
い
人
と

子
育
て
の
援
助
を
受
け
た
い
人
が
会

員
と
な
っ
て
、
会
員
相
互
に
よ
る
育

児
の
援
助
を
行
う
組
織
で
、
地
域
ぐ

る
み
の
子
育
て
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

（　

年
４
月
～
）

２５

●
の
び
の
び
小
学
校
事
業

　

就
学
に
心
配
の
あ
る
親
子
に
対
し

て
、
小
学
校
を
想
定
し
た
「
の
び
の

び
小
学
校
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
か
ら
は
小
学
校
の
先
生
に
も

協
力
し
て
い
た
だ
き
、
保
護
者
の
質

問
に
答
え
る
時
間
を
設
定
し
ま
し
た
。

児
童
は
、
数
字
や
文
字
の
書
き
取
り

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
練
習
等

を
と
お
し
て
、
少
し
ず
つ
力
を
伸
ば

し
て
い
ま
す
。 

（　

年　

月
～
）

２５

１０

●
南
赤
塚
小
学
校
校
舎
大
規
模
改
修
事
業

　

昭
和　

年
建
築
の
南
赤
塚
小
学
校

４９

は
老
朽
化
が
進
み
、
構
造
体
と
し
て

の
強
度
の
低
下
や
雨
漏
り
、
設
備
機

器
や
配
管
の
破
損
な
ど
毎
年
の
修
繕

費
用
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

大
規
模
改
修
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安

全
・
安
心
な
施
設
環
境
の
確
保
、
防

災
機
能
強
化
な
ど
を
図
り
ま
す
。

 

　

（　

年
９
月
～　

年
２
月
）

２６

２８

●
学
校
給
食
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
事
業

　

平
成　

年
度
か
ら
調
査
検
討
し
て

２５

き
た
「
学
校
給
食
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」を
策
定
し
ま
し

た
。ま
た
、学
校
栄
養
教
諭（
学
校
栄

養
職
員
）
の
配
置
さ
れ
て
い
な
い
小
・

中
学
校
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
を

支
援
す
る
た
め
、　

年
４
月
か
ら
栄

２６

養
士
を
教
育
委
員
会
事
務
局
に
配
置

し
ま
し
た
。 

（　

年
４
月
～
）

２６

●
予
防
接
種
助
成
の
拡
充

　

昨
年
６
月
よ
り　

歳
か
ら　

歳
の

１９

４９

方
を
対
象
に
開
始
し
ま
し
た
風
疹
の

予
防
接
種
を
、
平
成　

年
３
月
ま
で

２７

延
長
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、本
年　

月
か
ら
１
・
２
歳
児

１０

対
象
の
水
痘 （
水
ぼ
う
そ
う
） 

予
防
接
種
を

無
料
化
に
し
、
成
人
用
肺
炎
球
菌
予

防
接
種
の
助
成
額
を
増
額
し
ま
し
た
。

蚕
蚕
こ
の
１
年
重
点
的
に
進
め
て
い
る
施
策
蚕
蚕

～小さくてもキラリと光るまちをめざして～

(２)



●
こ
ど
も
医
療
費
助
成
拡
充

　

本
町
で
は　

歳
ま
で
医
療
費
は
無

１８

料
で
す
が
、
平
成　

年
４
月
１
日
よ

２５

り
３
歳
か
ら　

歳
ま
で
の
子
ど
も
に

１２

対
す
る
医
療
費
（
保
険
診
療
分
）
を

自
己
負
担
の
な
い
現
物
給
付
方
式
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
医
療
機
関

で
あ
る
、
小
山
地
区
（
野
木
町
・
小

山
市
・
下
野
市
・
上
三
川
町
）
の
医

療
機
関
等
（
自
治
医
科
大
学
附
属
病

院
含
む
）
に
平
成　

年
４
月
か
ら
獨

２６

協
医
科
大
学
病
院
を
追
加
し
ま
し
た
。

●
子
ど
も 
・ 
子
育
て
支
援
事
業 

　

計
画
策
定
事
業

　

子
育
て
し
や
す
い
町
、子
育
て
支

援
に
力
を
入
れ
る
町
と
し
て
次
期
計

画
を
策
定
し
ま
す
。質
の
高
い
教
育
・

保
育
、待
機
児
童
解
消
、妊
娠
・
出
産

期
か
ら
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
の
実

施
を
目
指
し
、平
成　

年
７
月
か
ら

２５

行
っ
て
い
る「
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
」の
意
見
と
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
基

に
計
画
を
策
定
し
ま
す
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

（　

年
４
月
～
）

２６

●
高
齢
者
通
院
時
タ
ク
シ
ー
等 

　

利
用
助
成
事
業

　

自
力
お
よ
び
家
族
等
に
よ
る
送
迎

が
困
難
な　

歳
以
上
の
高
齢
者
が
町

７０

デ
マ
ン
ド
交
通
対
象
区
域
外
の
、町

外
の
医
療
機
関
等
へ
通
院
す
る
た
め

に
利
用
し
た
、タ
ク
シ
ー
の
利
用
料

金
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（　

年　

月
～
）

２６

１０

●
軽
度
生
活
支
援

　

ひ
と
り
暮
ら
し
等
で
日
常
生
活
に

不
便
を
感
じ
て
い
る
高
齢
者
を
対
象

に
野
木
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

を
利
用
し
て
生
活
の
支
援
を
し
て
い

ま
す
。 

（　

年
７
月
～
）

２４

●
安
全 
・ 
安
心
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

地
域
の
方
が
、
近
所
の
高
齢
者
等

を
見
守
り
、
必
要
な
支
援
を
し
ま
す
。

ま
た
、
万
一
の
災
害
時
に
も
支
援
を

し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に　

地
区
で
事

１１

業
が
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、
今
後
も

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
向
け
、
拡

充
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

●
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業

　

地
域
の
な
か
で
生
き
が
い
を
持
っ

て
、
い
き
い
き
と
元
気
に
暮
ら
せ
る

よ
う　

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
趣

６５

味
・
体
操
・
健
康
に
役
立
つ
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

現
在　

か
所
で
開
催
し
て
お
り
、

１０

多
く
の
方
が
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

●
介
護
予
防
事
業

　

介
護
予
防
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る

運
動
機
能
や
口
腔
機
能
向
上
教
室
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
無
料
で
実
施

し
て
お
り
、
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

●
胃
が
ん
ハ
イ
リ
ス
ク
検
診
事
業

　

生
活
習
慣
病
健
診
（
集
団
健
診
）

に
お
い
て
、「
胃
が
ん
に
な
り
や
す
い

か
ど
う
か
」
を
調
べ
る
胃
が
ん
ハ
イ

リ
ス
ク
検
診
を
開
始
し
ま
し
た
。

（　

年
６
月
～
）

２６

■
町
の
活
性
化
策

●
企
業
誘
致
の
推
進

　

町
は
、
企
業
誘
致
の
取
り
組
み
と

し
て
、
誘
致
可
能
な
土
地
を
お
持
ち

の
権
利
者
の
ご
理
解
、
ご
協
力
の
も

と
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
、

誘
致
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
少
し
ず
つ
で
は
あ

り
ま
す
が
、
新
た
な
企
業
の
誘
致
と

町
内
企
業
の
事
業
拡
大
等
に
結
び
つ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
、

引
き
続
き
企
業
誘
致
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。　
　
　

（　

年
４
月
～
）

２４

●
工
業
用
地
開
発
の
推
進

　

野
木
工
業
団
地
、
野
木
東
工
業
団

地
の
２
つ
の
既
存
工
業
団
地
に
隣
接

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
新
た
な
産
業
団
地

の
開
発
に
向
け
て
、
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。　

　

野
木
工
業
団
地
北
部
地
区
（
概
ね

　
　

）
に
つ
い
て
は
、
現
在
『
野
木

１９
ha

工
業
団
地
北
部
地
区
測
量
事
業
』
に

よ
り
、
地
区
の
現
状
を
把
握
す
る
た

め
に
測
量
を
行
い
、
新
た
な
産
業
団

地
と
し
て
平
成　

年
度
の
事
業
化
に

２８

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

野
木
東
工
業
団
地
周
辺
開
発
（
概
ね

３　

）
に
つ
い
て
は
、
現
在
、『
野
木

ha
東
工
業
団
地
周
辺
開
発
基
本
計
画
策

定
等
事
業
』
に
よ
り
、
地
区
整
備
の

た
め
の
基
本
計
画
を
作
成
し
て
お
り
、

新
た
な
工
場
の
誘
致
が
出
来
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
          
（　

年
４
月
～
）

２４

●
道
の
駅
の
設
置
の
是
非

　

道
の
駅
の
設
置
に
つ
い
て
は
、『
道

の
駅
検
討
委
員
会
』
に
整
備
の
是
非

を
諮
問
中
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
現
状
、

課
題
の
把
握
や
現
地
調
査
な
ど
、
計

４
回
の
検
討
委
員
会
が
実
施
さ
れ
、

各
委
員
に
よ
る
活
発
な
討
議
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。 

　

（　

年
１
月
～
）

２６

この１年 重 点 的 に 進 め て い る 施 策

(3)



●
野
木
町
煉
瓦
窯
修
復
及
び 

　

周
辺
整
備
事
業

　

国
指
定
重
要
文
化
財
の
野
木
町
煉

瓦
窯
は
、
老
巧
化
が
進
み
崩
壊
の
危

険
が
あ
り
ま
し
た
。
町
で
は
、
国
等

の
補
助
を
受
け
て
平
成　

年
９
月
か

２３

ら
保
存
修
理
工
事
を
行
い
９
月
で
完

了
し
ま
し
た
。
ひ
き
続
き
、
周
辺
整

備
の
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
公
開
（
７
月
）
で
は
、

工
事
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の

来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

（　

年
９
月
～
）

２３

●
水
と
緑
と
歴
史
の
ま
ち
づ
く
り 

　

基
本
構
想
策
定
事
業

　

町
で
は
、
渡
良
瀬
遊
水
地
及
び
そ

の
周
辺
に
あ
る
野
木
町
の
地
域
資
源

（
野
木
町
煉
瓦
窯
、
水
辺
の
楽
校
、

野
木
神
社
等
）
の
活
用
や
魅
力
発
信

に
つ
い
て
検
討
し
、
歴
史
資
産
と
自

然
環
境
の
ふ
れ
あ
い
を
テ
ー
マ
に
基

本
構
想
を
平
成　

年
度
中
に
策
定
す

２６

る
予
定
で
す
。 

（　

年
６
月
～
）

２６

●
水
辺
の
楽
校
周
辺
公
園
整
備
事
業

　

野
木
地
区
に
位
置
す
る
町
有
地
を

利
用
し
、
平
成　

年
度
か
ら
４
か
年

２５

か
け
て
整
備
を
行
い
ま
す
。
公
園
の

正
式
名
称
が「
は
く
う
ん
の
木
公
園
」

に
決
ま
り
、今
年
度
は
竹
木
の
伐
採
・

伐
根
、
整
地
工
事
や
ト
イ
レ
の
設
置

等
を
行
う
予
定
で
す
。

●
野
木
町
自
治
基
本
条
例
・ 

 

　

総
合
計
画
策
定
事
業

　

自
治
の
基
本
理
念
や
、
町
民
の
権

利
・
義
務
等
を
定
め
る
『
自
治
基
本

条
例
』
の
策
定
及
び
町
政
運
営
の
基

本
と
な
る
『
総
合
計
画
』
の
策
定
を

『
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
』
等
を
立

ち
上
げ
検
討
を
開
始
し
ま
し
た
。
平

成　

年
度
末
の
完
成
を
目
指
し
て
お

２７
り
ま
す
。 

（　

年
７
月
～
）

２６

●
読
書
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

　

乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
町
民

一
人
一
人
が
、
読
書
に
親
し
み
心
を

豊
か
に
し
、
生
き
る
喜
び
に
あ
ふ
れ

る
「
文
化
の
薫
り
高
い
読
書
の
ま

ち
」
を
目
指
し
「
キ
ラ
リ
と
光
る
読

書
の
ま
ち
野
木
宣
言
」
並
び
に
「
野

木
町
民
の
読
書
活
動
の
推
進
に
関
す

る
条
例
」
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

町
で
は
、
読
書
の
ま
ち
を
推
進
し

て
い
く
た
め
、
子
ど
も
た
ち
の
読
書

活
動
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
小

学
校
一
年
生
図
書
一
冊
贈
呈
事
業
」

の
実
施
や
読
ん
だ
本
の
タ
イ
ト
ル
、

感
想
を
記
録
し
読
書
履
歴
が
わ
か
り
、

読
書
意
欲
に
つ
な
が
る
「
読
書
ノ
ー

ト
」
の
作
成
、
配
布
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
図
書
館
に
お
い
て
、
小
さ

な
お
子
様
連
れ
の
方
が
快
適
に
利
用

で
き
る
よ
う
、
授
乳
室
設
置
工
事
や

「
読
書
の
ま
ち
野
木
宣
言
サ
イ
ン
工

事
」
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
●
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

　

町
民
活
動
団
体
が
自
ら
企
画
実
施

す
る
公
共
的
・
公
益
的
事
業
に
対
し
、

事
業
費
の
一
部
を
助
成
す
る
「
野
木

町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
補

助
金
」
を
平
成　

年
度
か
ら
実
施
し

２４

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
書
類
審
査

及
び
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審

査
を
経
た
９
団
体
に
補
助
金
を
交
付

し
ま
し
た
。 

（　

年
４
月
～
）

２４

●
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

　

行
政
、
町
民
、
事
業
者
が
協
力
・

連
携
し
な
が
ら
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
を
目
指
し
、
「
男
女
共
同
参

画
宣
言
都
市
」
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

町
を
形
成
し
て
い
く
た
め
、
男
女
共

同
参
画
推
進
条
例
を
平
成　

年
３
月

２６

に
制
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け

る
各
分
野
に
お
い
て
、
男
女
が
共
に

支
え
合
い
、
特
に
女
性
の
能
力
・
感

性
・
視
点
が
生
か
せ
る
意
見
や
考
え

を
提
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
『
野
木

町
女
性
会
議
』
を　

年
９
月
に
設
置

２６

し
ま
し
た
。 

（　

年
３
月
～
）

２６

●
新
４
号
国
道
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
事
業

　

古
河
市
と
の
協
定
に
よ
り
、
平
成

　

年
度
か
ら
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

２１ま
す
。
こ
れ
ま
で
測
量
や
用
地
買
収

等
を
進
め
て
お
り
、
昨
年
度
か
ら
は

一
部
区
間
に
お
い
て
工
事
に
も
着
手

し
ま
し
た
。 

　

（　

年
度
～
）

２１

●
障
が
い
福
祉
計
画（
第
４
期
）策
定
事
業

　

「
障
害
者
総
合
支
援
法
」
に
基
づ

き
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら

な
る
充
実
を
図
る
た
め
に
国
の
基
本

方
針
に
即
し
て
策
定
を
進
め
て
い
ま

す
。
９
月
に
第
１
回
策
定
委
員
会
を

開
催
し
、　

月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

１０

施
し
ま
し
た
。 

（　

年
９
月
～
）

２６

●
障
が
い
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

　

「
障
害
者
虐
待
防
止
法
」の
施
行
に

伴
い
、「
野
木
町
障
が
い
者
虐
待
防

止
セ
ン
タ
ー
」
を
平
成　

年　

月
に

２４

１０

開
設
し
ま
し
た
。 

（　

年　

月
～
） 

２４

１０

～小さくてもキラリと光るまちをめざして～

(４)



●
障
が
い
者
就
労
施
設
等
か
ら 
 

　

の
物
品
等
の
調
達
方
針
の
公
表

　

「
障
害
者
優
先
調
達
推
進
法
」の
規

定
に
よ
り
、
平
成　

年
度
に
お
け
る

２６

障
が
い
者
就
労
施
設
等
か
ら
の
物
品

等
の
調
達
の
推
進
を
図
る
た
め
の
方

針
を
定
め
、
公
表
し
ま
し
た
。

（　

年
６
月
～
）

２５

●
難
聴
児
補
聴
器
購
入
費
等
の 
 

　

助
成
事
業

　

町
で
は
身
体
障
害
者
手
帳
の
対
象

と
な
ら
な
い
軽
度
・
中
等
度
の
難
聴

児
（　

歳
未
満
）
を
対
象
と
し
た
補

１８

聴
器
購
入
費
等
の
助
成
事
業
を
始
め

ま
し
た
。 

（　

年
４
月
～
）

２６

●
健
康
増
進
計
画（
改
定
版
）策
定
事
業

　

本
年
３
月
、
健
康
増
進
計
画
（
改

訂
版
）を
策
定
し
ま
し
た
。「
自
分
で

つ
く
る　

み
ん
な
で
支
え
る　

キ
ラ

リ
と
光
る　

健
康
タ
ウ
ン
の
ぎ
」
を

基
本
理
念
と
し
、
こ
の
計
画
を
も
と

に
健
康
づ
く
り
の
事
業
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

●
野
木
ブ
ラ
ン
ド
認
定
事
業

　

町
な
ら
で
は
の
優
れ
た
魅
力
の
あ

る
製
品
な
ど
の
付
加
価
値
の
向
上
と
、

町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
地
域
経
済

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
「
野
木
ブ

ラ
ン
ド
認
定
事
業
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
焼
酎
や
饅
頭
、
ク
ッ

キ
ー
な
ど
８
品
が
ブ
ラ
ン
ド
品
と
し

て
認
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
引
き
続

き
ブ
ラ
ン
ド
認
定
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。　
 

　

（　

年
３
月
～
）

２３

●
観
光
・
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

　

夏
の
風
物
詩
「
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
冬
の
風
物
詩
「
駅
前
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
を
開
催
、
町
内

外
か
ら
多
く
の
人
達
に
ご
観
覧
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
後
、
町
の
観
光
資

源
の
発
掘
、
活
用
し
観
光
基
盤
整
備

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

●
県
営
佐
川
南
地
区
土
地
改
良
事
業

　

平
成　

年
５
月
地
区
計
画
が
確
定

２４

さ
れ
、
佐
川
野
・
川
田
・
南
飯
田
地

区
に
お
い
て
、
経
営
体
（
担
い
手
）
を
育

成
し
、
農
地
の
集
積
及
び
生
産
性
の

向
上
を
図
る
た
め
圃
場（
農
地
）整
備

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、

区
域
の
南
側
か
ら
約　
　

分
の
農
地

２１
ha

整
備
を
実
施
し
、
引
き
続
き
本
年
は
、

　
　

分
の
農
地
整
備
を
実
施
、
平
成

１４
ha

　

年
度
末
に
事
業
が
完
了
す
る
予
定

２９で
す
。 

（　

年
５
月
～
）

２４

この１年 重 点 的 に 進 め て い る 施 策

ひひひ

野木町長
真瀬宏子

No.57

コ
ラ
ム

コ
ラ
ム

コ
ラ
ムろろ
No.57

(５)

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
想
定
外

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
２
ヶ
月
ば
か

り
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
色
と

り
ど
り
の
落
葉
樹
は
最
後
の
美
し
さ

を
演
出
し
て
山
に
庭
先
に
錦
の
模
様

を
見
せ
て
い
ま
す
。
多
く
の
木
々
も

実
を
結
ば
せ
て
私
達
の
気
持
ち
を
わ

く
わ
く
と
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
す
べ

て
は
自
然
の
摂
理
の
ま
ま
に
季
節
は

確
実
に
進
ん
で
行
き
ま
す
。

　

し
か
し
ま
た
、
今
年
を
振
り
返
る

と
異
常
気
象
が
多
く
観
測
さ
れ
、
こ

れ
か
ら
の
備
え
に
つ
い
て
も
、
今
の

ま
ま
で
い
い
の
か
を
再
考
す
る
必
要

も
考
え
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
県

内
で
も
竜
巻
被
害
に
見
舞
わ
れ
、
多

く
の
住
宅
が
破
壊
さ
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
最
近
の
御
嶽
山
噴
火
も
数
多
く

犠
牲
者
を
出
し
ま
し
た
が
、
予
測
の

点
で
困
難
な
事
を
し
み
じ
み
と
感
じ

ま
し
た
。

　

町
内
で
も
本
年
２
月
の
大
雪
に
よ

り
被
災
さ
れ
た
方
々
に
つ
き
ま
し
て

は
、
想
定
外
の
雪
量
で
び
っ
く
り
な

さ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
特
に
ま

だ
復
興
の
道
半
ば
で
あ
る
農
家
の
方

々
に
つ
き
ま
し
て
は
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
あ
げ
ま
す
。
そ
れ
に
追
い
打

ち
を
か
け
る
よ
う
に
長
雨
に
よ
る
麦

の
穂
発
芽
の
被
害
が
あ
り
、
想
定
外

の
事
ば
か
り
が
続
き
ま
し
た
。
町
と

し
て
も
緊
急
策
を
講
じ
て
支
援
及
び

応
援
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

野
木
町
は
今
ま
で
災
害
の
少
な
い

町
と
し
て
安
全
安
心
で
あ
る
こ
と
を

実
感
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ

か
ら
は
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
想
定
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

行
政
は
、
町
民
の
皆
様
の
安
全
確

保
の
た
め
に
先
頭
に
立
っ
て
更
な
る

政
策
立
案
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

地
震
、
水
害
、
竜
巻
な
ど
へ
の
備

え
を
防
災
計
画
だ
け
で
は
な
く
、
も

っ
と
実
地
訓
練
に
基
づ
く
備
え
で
盤

石
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

想
定
外
に
も
対
応
出
来
る
柔
ら
か
な

発
想
を
持
ち
、
よ
り
迅
速
に
出
動
出

来
る
よ
う
に
総
力
を
挙
げ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

臨
機
応
変
迅
速
に
対
応
出
来
る
体

制
作
り
を
し
て
、
想
定
外
の
事
象
が

起
こ
っ
て
も
被
害
を
最
小
限
に
食
い

止
め
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
き
ま
す
。

　

要
は
、
想
定
外
！
と
捉
え
な
い
で
、

そ
れ
も
想
定
内
と
し
て
進
む
こ
と
で

し
ょ
う
か
。



大
す
き　

ひ
ま
わ
り
ご
う

　
　
　
　

二
年　
 
岸
野 　
 
翼 

き
し
の 

つ
ば
さ

　

ぼ
く
は
、
ひ
ま
わ
り
ご
う
の

バ
ス
が
き
た
と
き
、
き
ょ
う
は

何
の
本
が
あ
る
か
な
と
い
つ
も

わ
く
わ
く
ど
き
ど
き
し
ま
す
。

な
ぞ
な
ぞ
の
本
や
ず
か
ん
が
大

す
き
で
す
。

　
　
　
　

二
年　
 
藤
沼 　
 
佳
怜 

ふ
じ
ぬ
ま 

か
れ
ん

　

わ
た
し
は
、
ひ
ま
わ
り
ご
う

で
紙
し
ば
い
を
か
り
る
の
が
大

す
き
で
す
。
か
ぞ
く
に
読
ん
で

あ
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
い

っ
ぱ
い
読
ん
で
あ
げ
た
い
で
す
。

読
み
聞
か
せ

　
　
　
　

三
年　
 
内
田 　
 
有
咲 

う
ち
だ 

あ
り
さ

　

読
み
聞
か
せ
で
、「
お
ま
え
う

ま
そ
う
だ
な
」
を
聞
い
て
、
ド

キ
ド
キ
し
ま
し
た
。
お
う
ち
で

も
、
こ
の
本
を
も
う
い
ち
ど
ゆ

っ
く
り
と
読
ん
で
み
た
い
で
す
。

図
書
室
に
あ
る
お
す
す
め
の
本

　
　
　
　

六
年　
　
 
岸 　
 
宏
樹 

き
し 

ひ
ろ
き

　

ぼ
く
は
、
野
木
小
の
図
書
室

の
本
の
中
か
ら
「
ま
ん
が
人
物

日
本
の
歴
史
」
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

　

こ
の
本
の
主
人
公
は
、
史
と

た
け
る
で
す
。
二
人
が
時
空
を

超
え
て
日
本
の
歴
史
を
学
ぶ
物

語
で
す
。

　

ぼ
く
は
、
こ
の
本
を
読
ん
で

歴
史
に
く
わ
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　

六
年　
 
渡
邉 　
 
香
蓮 

わ
た
な
べ 

か
れ
ん

　

私
は
、
野
木
小
の
本
の
中
か

ら
「
心
霊
探
偵
八
雲
」
を
紹
介

し
ま
す
。
こ
の
本
の
主
人
公
八

雲
は
、
赤
い
瞳
を
も
ち
、
ゆ
う

れ
い
が
見
え
ま
す
。
そ
の
力
を

使
っ
て
、
事
件
を
解
決
し
て
い

き
ま
す
。

　

ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
す
る
お

話
で
す
。
ぜ
ひ
、
読
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。

新
聞
か
ら
考
え
る

　
　
　
　

五
年　
 
松
本 　
 
幸
大 

ま
つ
も
と 

こ
う
た

　

僕
は
、
新
聞
の
一
分
間
ス
ピ

ー
チ
を
書
き
始
め
て
か
ら
、
少

し
新
聞
を
読
む
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
い
つ
も
選
ん
で
い
る
記

事
は
、
最
近
話
題
に
な
っ
て
い

る
ニ
ュ
ー
ス
や
、
こ
う
い
う
の

が
野
木
町
に
も
あ
っ
た
ら
い
い

な
と
思
う
記
事
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
新
聞
で
学
ん

だ
事
を
生
活
に
活
か
そ
う
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　

五
年　
 
中
村 　
 
彩
美 

な
か
む
ら 

あ
や
み

　

私
は
、
新
聞
の
記
事
を
決
め

る
時
、
い
つ
も
事
故
や
事
件
の

記
事
に
し
て
い
ま
す
。
交
通
事

故
な
ど
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
人
が
い
る
の
で
、
ク
ラ
ス
の

み
ん
な
に
も
気
を
つ
け
て
ほ
し

い
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
新
聞
を
読
む

こ
と
を
通
し
て
、
学
び
を
深
め

よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

三
年　
 
島
田 　
 
愛
叶 

し
ま
だ 

あ
さ
き

　

朝
の
読
み
聞
か
せ
で
、「
け
ん

か
の
気
も
ち
」
を
聞
き
ま
し
た
。

男
の
子
が
、
さ
い
後
に
な
か
直

り
が
で
き
て
え
ら
い
な
と
思
い

ま
し
た
。
次
の
本
も
楽
し
み
で

す
。

読
書
会
を
し
て

　
　
　
　

四
年　
 
渡
辺 　
 
雄
文 

わ
た
な
べ 

た
か
ふ
み

　

読
書
会
で
読
書
新
聞
を
書
き

ま
し
た
。
題
名
の
意
味
、
あ
ら

す
じ
、
社
説
等
を
書
き
ま
し
た
。

中
で
も
作
者
の
思
い
や
願
い
を

書
く
の
が
大
変
で
し
た
。
そ
れ

は
、
作
者
の
気
持
ち
に
な
っ
て

考
え
た
か
ら
で
す
。

　
　
　
　

四
年　
 
清
水 　
 
絢
音 

し
み
ず 

あ
や
ね

　

読
書
会
で
は
、
お
す
す
め
の

本
を
紹
介
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。
私

の
紹
介
し
た
本
の
感
想
を
み
ん

な
か
ら
聞
い
て
、
感
じ
方
の
ち

が
い
を
見
つ
け
ま
し
た
。
楽
し

か
っ
た
で
す
。

読
書
好
き
な
子
を
め
ざ
し
て
外

読
書
の
町
宣
言
を
す
る
野
木
町
。

野
木
小
で
も
読
む
こ
と
の
楽
し

さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て
い

ま
す
。

楽
し
み
な 
家
読 

う
ち
ど
く

　

一
年　

し
め
か
け　

た
く
や

　

ね
る
ま
え
に
、
お
ね
え
ち
ゃ

ん
に
ほ
ん
を
よ
ん
で
も
ら
う
の

が
た
の
し
み
で
す
。

　

一
年　

た
な
か　

み
く

　

お
か
あ
さ
ん
と
ほ
ん
を
よ
み

ま
し
た
。
ま
た
、
い
っ
し
ょ
に

よ
み
た
い
で
す
。

家の人に書いてもらった家読の感想

夢ぽけっとさんの読み聞かせ

朝読書の様子

おすすめの本が並んだ図書室

野
木
小
学
校

(６)



「野渡橋」の車両通行復活に向けて

　野木町（野渡地区）と渡良瀬遊水地を結ぶ途中に渡
良瀬川を渡る野渡橋があります。
平成２１年１月に野渡橋で車両転落死亡事故が発生し、
以来、現在まで車両通行止めになっています。
　野木町では、平成２４年７月にラムサール条約登録湿
地に登録された渡良瀬遊水地と国指定重要文化財の野
木町煉瓦窯や水辺の楽校、野木神社等の地域資源を活

かした観光・レクリエーションの拠点整備（水と緑と歴史のまちづくり）を推進しています。渡良
瀬遊水地の魅力を多くの方に知って、体験してもらうためにも、野渡橋の車両通行が必要であると
考え、隣接する栃木市や所管する国土交通省と協議を重ねています。
　８月には、国土交通省利根川上流河川事務所に野渡橋車両通行止
め解除を強く訴え、要望書を提出しました。
　今後も、町民の皆様、また町外から来町した皆様が、渡良瀬遊水
地へスムーズにアクセスできるように、１日も早い野渡橋車両通行
復活に向けて野木町として、努力していきます。

車いすを寄贈いただきました

　五家英子とみんなで楽しく踊ろう会・よさこい野木支部（野木
ひまわり、のぎコスモス、ＹＯＳＡＫＯＩ桜）様から車いす１台
を寄贈していただきました。
　今回、寄贈していただきました車いすは、車いすを必要とする
方や町民の皆様への貸し出し用として、町社会福祉協議会にて大
切に活用させていただきます。ありがとうございました。

潤島福寿会が栃木県知事表彰受賞

　去る、８月２８日（木）「第２０回栃木県民福祉のつどい」が宇都宮市文化会館にて開催されました。表
彰式におきまして知事表彰を県内老人クラブ９団体が表彰され、町の潤島福寿会が受賞されました。
これは、潤島福寿会が多年にわたり単位老人クラブの運営と活動の充実に努め、他の模範となるも

のとして、その功績が讃えられ受賞となったものであります。
活動においては、会員相互が親睦・喜び・楽しみ・癒し・生
きがい・健康維持の場としての組織づくりに努めており、健
康教室や交通安全教室などを毎年熱心に開催しております。
おめでとうございました。

トピックス ～町の話題

(７)



ご当地ナンバーの交付が始まりました

　原付バイクの「ご当地ナンバー」の交付が、９月から始まりま
した。
　交付初日となった９月２６日、開始時刻には７人の方が来庁され、
複数のお申し込みがあった ５ ０ C C 以下のナンバーは、抽選での交
付となりました。
　対象３車種で１番のナンバーを取得された３名の方には、町長
よりナンバープレートが手渡され、あわせて記念撮影がおこなわ
れました。

食生活改善推進員（ヘルスメイト）が開催 親子で食育体験！

　８月２２日、「おやこ食育教室」で２１名の親子が食育を体験しました。
　ヘルスメイトのアイデア満載のパプリカをすりおろして作った
“彩りちらしずし”や、“お豆腐のティラミス”“豚しゃぶサラダ”の
３品を親子で作りました。
　子ども達は、母親やヘルスメイトに見守られながら、真剣な表情
でお豆腐のクリームを泡立てたり、集中してきゅうりを切ったり、
楽しそうに盛り付けし、食後は、食育バイキングゲームで「食べ物
を選ぶ力」を学びました。

野木町工場協会野球大会・ソフトボール大会結果

８月２６日～９月３日
に行われた野球大会で
は日東工業㈱が優勝、
９月２６日～１０月２日に
行われたソフトボール
大会ではゼブラ㈱Ａチ
ームが優勝いたしまし
た。

野球大会　
　優　勝　日東工業㈱
　準優勝　㈱ＣＳＩジャパン

ソフトボール大会　
　優　勝　ゼブラ㈱Ａチーム
　準優勝　トーセロＢチーム
　３　位　㈱ＣＳＩジャパン

（新任） 諏訪早苗氏

　９月の定例議会で
諏訪早苗氏の教育委
員選任が同意され、
１０月１日付で町長か
ら任命されました。

教育委員に選任されました

トピックス ～町の話題～

(８)

〈
キ
ラ
輪
号
〉を
ご
利
用
く
だ
さ
い

問
町
社
会
福
祉
協
議
会
撒（　

）３
１
０
０

５７

　
産
業
建
設
部
都
市
整
備
課
撒（　

）４
１
６
１

５７

　　

〈
キ
ラ
輪
号
〉
は
、
町
の
中
な
ら

「
ど
こ
か
ら
で
も
、
ど
こ
へ
で
も
」

乗
り
降
り
で
き
る
、
公
共
の
乗
り
合

い
タ
ク
シ
ー
で
す
。
皆
さ
ん
の
お
出

か
け
に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
利
用
に
は
あ
ら
か
じ
め

登
録
が
必
要
で
す
。
詳
し
い
こ
と
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

予約センター
緯５４－５５１５
平日午前８時～
　午後４時３０分



2014

１１

登
録
期
間

　

３
年
（
期
間
満
了
の
１
か
月
前
か

　

ら
更
新
の
申
請
が
で
き
ま
す
）

情
報
公
開
制
度
の
運
用
状
況

問
総
合
政
策
部
総
務
課
撒（　

）４
１
１
４

５７

　

平
成　

年
４
月
か
ら　

年
９
月
ま

２６

２６

で
の
情
報
公
開
制
度
の
運
用
状
況
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
町
政
に
対
す
る
理

解
と
信
頼
を
深
め
、
町
政
へ
の
町
民

参
加
を
促
進
し
、
公
正
で
開
か
れ
た

町
政
を
実
現
す
る
た
め
に
町
が
保
有

す
る
情
報
を
請
求
に
応
じ
て
公
開
す

る
も
の
で
す
。

１
公
開
請
求
の
件
数
及
び
処
理
状
況

２
不
服
申
立
て
の
状
況　

該
当
な
し

※
個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況

は
、
条
例
に
基
づ
き
、
年
１
回（
５

月
号
）の
公
表
と
な
り
ま
す
。

登
録
型
本
人
通
知
制
度

が
始
ま
り
ま
す

問
町
民
生
活
部
住
民
課
撒（　

）４
１
２
６

５７

　

町
で
は
、
平
成　

年　

月
１
日
か

２６

１１

ら
、
登
録
型
本
人
通
知
制
度
を
実
施

し
ま
す
。

　

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄
本
な
ど

を
本
人
の
代
理
人
や
第
三
者
の
請
求

に
よ
り
交
付
し
た
場
合
、
事
前
に
登

録
し
た
方
に
交
付
し
た
こ
と
を
お
知

ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

登
録
で
き
る
方

　

町
の
住
民
基
本
台
帳
ま
た
は
戸
籍

　

に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
（
除
か
れ

　

た
方
を
含
む
）

通
知
す
る
内
容

　

①
交
付
年
月
日

　

②
証
明
書
の
種
類

　

③
交
付
通
数

　

④
第
三
者
の
種
別
（
代
理
人
か
、

　
　

そ
れ
以
外
の
者
）

申
請
の
際
に
必
要
な
も
の

・
本
人
通
知
制
度
登
録
申
請
書

・
本
人
確
認
書
類
（
顔
写
真
付
の
身

　

分
証
明
書
は
１
点
、
顔
写
真
付
で

　

な
い
身
分
証
明
書
は
２
点
）

※
代
理
人
の
場
合
は
登
録
者
本
人
自

　

筆
の
委
任
状

※
法
定
代
理
人
の
場
合
は
、
戸
籍
本

　

な
ど
資
格
を
証
明
す
る
書
類

第　

回
産
業
祭

３７
問
産
業
祭
実
行
委
員
会
事
務
局（
産
業
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　

撒（　

）４
１
５
３

５７

　

町
の
産
業
を
一
堂
に
集
め
、町
民

の
方
々
へ
の
紹
介
を
通
し
て
農
業
・

商
業
・
工
業
の
調
和
の
と
れ
た
発
展

に
寄
与
す
る
た
め
開
催
し
ま
す
。お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

　日
 
　

月
９
日（
日
）９
時
～

１１
　所
 

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル

催
し
物

　

・
お
た
の
し
み
抽
選
会

　

・
農
産
物
共
進
会
・
即
売
会

　

・
工
場
製
品
等
展
示
即
売
会

　

・
郷
土
手
作
り
食
品
即
売
会

　

・
も
の
づ
く
り
体
験
教
室　

他

※
詳
し
く
は
、　

月
上
旬
の
新
聞
折

１１

　

込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

請求件数公開件数

非
公
開
件
数

公
文
書
不
存
在
件
数

未
決
定
件
数

今
回
の
集
計
期
間
内
の
請
求
分

前
回
の
集
計
期
間
内
の
請
求
分　

　
　
　
　

で
繰
り
越
し
た
件
数

全
部
公
開
件
数

部
分
公
開
件
数

４２３３０００

※未決定件数とは、次回の集計期間に
　公開決定等を繰り越した件数をいいます。

■

こ

こ

か

ら

抜

き

出

し

て

ご

利

用

く

だ

さ

い

。

〈野木町役場〉撒０２８０（５７）４１１１（代表）
〈野木町公式ホームページ〉http://www.town.nogi.lg.jp/

広報のぎ

町からのお知らせ

広報のぎ

町からのお知らせ

(９) 記号の見方　　日 …日時　　所 …場所　　容 …内容　　対 …対象者　　定 …定員　　￥ …費用　　申 …申込



都
市
計
画
の
変
更（
公
園
）の
説
明

会
及
び
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す

問
産
業
建
設
部
都
市
整
備
課
撒（　

）４
１
６
１

５７

　

野
木
町
総
合
運
動
公
園
の
区
域
を

一
部
変
更
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
原

案
の
説
明
会
及
び
縦
覧
を
実
施
し
、

そ
の
後
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

都
市
計
画
の
原
案

　

都
市
計
画
公
園
の
変
更

変
更
の
土
地
の
区
域

　

野
木
町
大
字
佐
川
野
の
一
部

○
説
明
会

　
　

月　

日（
火
）　

時
～

１１

１１

１９

　

場
所

　

川
田
集
落
セ
ン
タ
ー

○
縦
覧

　
　
　

月　

日（
金
）～　

月　

日（
金
）

１１

１４

１１

２８

　
　
（
土
日
、
祝
日
を
除
く
８
時　

分
～　

時　

分
）

３０

１７

１５

　

場
所

　
　

町
産
業
建
設
部
都
市
整
備
課

○
公
聴
会　
　

月　

日（
木
）　

時
～

１２

１１

１９

　

場
所

　
　

町
役
場
新
館
２
階
大
会
議
室

そ
の
他

公
聴
会
で
意
見
の
公
述
を
希
望
す

る
場
合
は
、
縦
覧
場
所
へ
意
見
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

意
見
書
は　

月　

日（
金
）～　

月

１１

１４

１１

　

日（
金
）ま
で
提
出
可
能
で
す
。

２８な
お
、
公
述
希
望
者
が
い
な
い
場

合
は
、
公
聴
会
は
開
催
し
ま
せ
ん
。

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
公
聴
会

の
有
無
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

都
市
計
画
の
決
定（
地
区
計
画
）の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

問
産
業
建
設
部
都
市
整
備
課
撒（　

）４
１
６
１

５７

　

野
木
東
工
業
団
地
の
隣
接
地
に
新

た
な
工
業
用
地
開
発
の
た
め
に
地
区

計
画
を
決
定
す
る
予
定
で
す
。
そ
の

原
案
の
説
明
会
及
び
縦
覧
を
実
施
し

ま
す
。

都
市
計
画
の
原
案

　

地
区
計
画
の
決
定

決
定
の
土
地
の
区
域

　

野
木
町
大
字
川
田
の
一
部

○
説
明
会

　
　
　

月　

日（
火
）　

時
～

１１

１１

１９

　

場
所

　
　

川
田
集
落
セ
ン
タ
ー

○
縦
覧

　
　
　

月　

日（
金
）～　

月　

日（
金
）

１１

１４

１１

２８

　
　
（
土
日
、
祝
日
を
除
く
８
時　

分
～　

時　

分
）

３０

１７

１５

　

場
所

　
　

町
産
業
建
設
部
都
市
整
備
課

そ
の
他

　

都
市
計
画
決
定
の
原
案
に
対
し
意

　

見
の
あ
る
方
は
、　

月　

日（
金
）～

１１

１４

　
　

月
５
日（
金
）ま
で
町
都
市
整
備

１２

　

課
へ
意
見
書
の
提
出
を
す
る
こ
と

　

が
で
き
ま
す
。

公
益
財
団
法
人

野
木
町
施
設
振
興
事
業
団
の

嘱
託
職
員
・
非
常
勤
職
員
募
集

問
公
益
財
団
法
人
野
木
町
施
設
振
興
事
業
団

　
（
野
木
町
文
化
会
館
内
）
撒（　

）2
0
0
0

５７

　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
勤
務
で

２７

き
る
野
木
町
文
化
会
館
の
嘱
託
職

員
・
非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

試
験
会
場

　
野
木
町
文
化
会
館（
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
）

申
込
受
付

　
　

月
１
日
～　

月　

日

１１

１１

３０

※
来
館
の
場
合
、
火
曜
日
を
除
く
９
時
～　

時
１７

※
郵
送
の
場
合
、　

月　

日
必
着

１１

３０

提
出
書
類

　
履
歴
書（
市
販
の
も
の
に
写
真
添
付
）

※ 
履
歴
書
提
出
後
、
試
験
案
内
を
通

　

知
い
た
し
ま
す
。

採
用
予
定

　

平
成　

年
４
月
１
日

２７

給
与
等

「
嘱
託
職
員
及
び
非
常
勤
職
員
就

業
規
則
」
に
基
づ
き
支
給
し
ま
す
。

※
詳
細
は
野
木
町
文
化
会
館
へ
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

非常勤職員嘱託職員

事業、事務補助等舞台管理等仕事内容

月１８日程度出勤（定休日・毎週火曜日）

年末年始（１２月２９日～翌年１月３日）

週休２日制（毎週火曜日とその他１日）

年末年始（１２月２９日～翌年１月３日）
休日

平成２７年４月１日現在で、５５歳以下の方平成２７年４月１日現在で、３５歳以下の方受験資格

１２月１３日（土）１３時３０分～（面接試験）１２月１３日（土）９時３０分～（作文、面接試験）試験日時

１人１人募集人数

記号の見方　　日 …日時　　所 …場所　　容 …内容　　対 …対象者　　定 …定員　　￥ …費用　　申 …申込 (１０)

お知らせ



平
成　

年
度 

 

２７

小
・
中
学
校
非
常
勤
講
師
の
募
集

問
こ
ど
も
教
育
課
撒（　

）４
１
８
３

５７

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
応
募
さ
れ

た
方
を
名
簿
に
登
録
し
、
そ
の
中
か

ら
選
考
の
上
、
非
常
勤
講
師
と
し
て

採
用
し
ま
す
。

仕
事
の
内
容

　

小
・
中
学
校
に
お
け
る
学
習
支
援

　

お
よ
び
生
活
支
援

採
用
期
間　

一
年
間

勤
務
時
間

　

一
日
５
時
間
ま
た
は
７
時
間
の
い

　

ず
れ
か
の
時
間
帯

　
（
ど
ち
ら
も
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　

ま
で
の
勤
務
が
原
則
）

応
募
資
格

　
教
員
免
許
所
有
者
又
は
取
得
予
定
者

受
付
期
間

　
　

月
４
日（
火
）～　

月　

日（
金
）

１１

１２

１２

　
（
土
日
、祝
日
を
除
い
た
９
時
～　

時
）

１７

提
出
書
類　

①
履
歴
書（
指
定
の
も
の
に
写
真
を
添
付
）

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
町
教
委

　

に
直
接
取
り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

②
教
員
免
許
状
の
写
し
又
は
免
許
状

　

授
与
見
込
み
証
明
書
の
写
し

提
出
先

　

町
こ
ど
も
教
育
課
学
校
教
育
係

　
（
町
公
民
館
内
）

平
成　

年
度 

 

２７
学
童
保
育
室
児
童
募
集

問
こ
ど
も
教
育
課
撒（　

）４
１
８
３

５７

　

学
校
保
育
室
で
は
、
下
校
後
の
児

童
に
遊
び
や
生
活
の
場
を
提
供
し
、

仲
間
と
仲
良
く
ル
ー
ル
を
守
っ
て
生

活
で
き
る
よ
う
指
導
、
支
援
を
し
ま

す
。

　

町
在
住
で
、
保
護
者
が
就
労
な
ど

で
日
中
留
守
の
家
庭
の
、
保
育
室
に

通
え
る
小
学
生
が
対
象
で
す
。

　

な
お
、
現
在
学
童
保
育
室
に
入
所

し
て
い
る
方
も
、
新
年
度
の
申
請
手

続
き
が
必
要
で
す
。（
※
例
年
よ
り

も
申
込
時
期
が
早
い
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。）　

月
４
日
か
ら
申
請
書
を

１１

こ
ど
も
教
育
課
、
各
学
童
保
育
室
で

配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
申
請
書
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

教
友
沼
学
童
保
育
室

　所
 

友
沼
９
１
６（
友
沼
小
学
校
内
）

　定
 
　

人
３８

教
野
木
学
童
保
育
室

　所
 

野
木
２
４
６
９
−
３

　定
 
　

人
４０

教
佐
川
野
学
童
保
育
室

　所
 
佐
川
野
１
８
０
６
儿　
（
佐
川
野
小
学
校
内
）

１３

　定
 
　

人
３０

教
南
赤
塚
学
童
保
育
室

　所
 

中
谷
５
１
３
儿
２

　定
 
　

人
７０

教
新
橋
学
童
保
育
室
１
・
２
・
３

　所
 
友
沼
５
１
１
０
儿
２（
新
橋
小
学
校
内
）

　定
 

そ
れ
ぞ
れ　

人
３８

保
育
時
間

▽
月
～
金
曜
日

　

下
校
時
～　

時（
延
長
保
育　

時
）

１８

１９

▽
土
曜
日
・
夏
休
み
等

　

８
時
～　

時（
延
長
保
育　

時
）

１８

１９

受
付
時
間

　
　

月
１
日（
月
）～　

日（
木
）

１２

１８

　
（
土
日
を
除
く
、８
時　

分
～　

時　

分
）

３０

１７

１５

　

※
期
間
中
の
木
曜
日（
４
日
、　

日
、

１１

　
　

日
）は
受
付
時
間
を　

時
ま
で

１８

１９

　

延
長
し
ま
す
。

教
N
P
O
法
人
親
子
ク
ラ
ブ

問
ク
ラ
ブ
指
導
員　

細
川
道
代
撒（　

）１
８
２
４

５７

　所
 
あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー
内
児
童
ク
ラ
ブ
室

　定
 
　

人
５０

保
育
時
間

▽
月
～
金
曜
日

　

下
校
時
間
～　

時　

分

１８

４５

▽
土
曜
日

　

７
時　

分
～　

時　

分

３０

１７

３０

▽
夏
休
み
等

　

７
時　

分
～　

時　

分

３０

１８

４５

受
付
時
間

　
　

月
１
日（
月
）～　

日（
木
）

１２

１８

　
（
土
日
を
除
く
。）

　

月
は
糖
尿
病
予
防
月
間
外

１１か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
教
室
食
事
編

参
加
者
募
集

問
町
民
生
活
部
健
康
福
祉
課
撒（　

）４
１
７
１

５７

　

か
ら
だ
が
ス
ッ
キ
リ
す
る
食
習
慣

に
つ
い
て
学
び
合
い
、
地
場
産
食
材

の
簡
単
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
を
作
り
、

会
食
し
ま
す
。
午
後
の
ひ
と
時
を
ヘ

ル
シ
ー
に
過
ご
し
ま
す
♪

　日
 
　

月　

日（
火
）　

時　

分
～　

時

１１

２５

１３

３０

１５

　所
 

町
公
民
館

　対
 

町
在
住
者（
先
着　

名
）

１５

　容
 

講
話
、ミ
ニ
調
理
実
習

持
ち
物　

三
角
巾
、エ
プ
ロ
ン
、マ
ス

　
　
　
　

ク
、筆
記
用
具
、お
手
ふ
き

　￥
 

無
料

　申
 
　

月
４
日
か
ら
電
話
ま
た
は
来
所

１１

(１１)

お知らせ



女
性
の
日
検
診

問
町
民
生
活
部
健
康
福
祉
課
撒（　

）４
１
７
１

５７

　

女
性
の
た
め
の
検
診
を
実
施
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に
ご
自
身
の
か
ら
だ

と
向
き
合
い
ま
し
ょ
う
。

　日
 
平
成　

年
１
月　

日（
金
）　

日（
土
）

２７

３０

３１

　

８
時　

分
～　

時　

分
受
付

３０

１０

３０

　所
 

町
保
健
セ
ン
タ
ー

　定
 

各
１
０
０
名
※
予
約
制

　申
 
　

月
７
日（
金
）～
健
康
福
祉
課
へ

１１

　

電
話
ま
た
は
窓
口
で
お
申
込
く
だ

　

さ
い
。

　
（
土
日
、
祝
日
を
除
く
８
時　

分
～　

時　

分
）

３０

１７

１５

転
倒
予
防
教
室

問
町
民
生
活
部
健
康
福
祉
課
撒（　

）４
１
７
３

５７

　
「
最
近
、
足
腰
が
弱
く
な
っ
た
」
と

感
じ
た
り
、
転
ぶ
こ
と
に
不
安
を
感

じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
日
常

生
活
に
適
度
な
運
動
を
取
り
入
れ
る

な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
転
倒

の
危
険
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

転
倒
予
防
の
コ
ツ
を
押
さ
え
て
、
転

び
に
く
い
カ
ラ
ダ
作
り
を
目
指
し
ま

せ
ん
か
？

　対
 

町
在
住
の
転
倒
予
防
に
関
心
の
あ

　

る
方
で
、
介
護
保
険
で
認
定
さ
れ

　

て
い
な
い
方

　定
 
　

名
３０

　￥
 

無
料

　所
 

町
保
健
セ
ン
タ
ー

　日
 

・
　容
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
参
照

持
っ
て
く
る
物　

　

動
き
や
す
い
服
装
、
タ
オ
ル
、

　

飲
み
物
、
室
内
用
シ
ュ
ー
ズ

　申
 
　

月　

日（
月
）～
健
康
福
祉
課
へ

１１

１０

　

電
話
ま
た
は
来
所
に
て

　

※
定
員
に
な
り
次
第
終
了

　
（
土
日
、
祝
日
を
除
く
８
時　

分
～　

時　

分
）

３０

１７

１５

　

夜
間
エ
イ
ズ
検
査
の
実
施

問
県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

撒
０
２
８
５（　

）１
２
１
９

２２

　
　

月
１
日
の
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
に

１２
あ
た
り
、
夜
間
検
査
を
行
い
ま
す
。

無
料
、
匿
名
で
検
査
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

　日
 
　

月　

日（
金
）　

時
～　

時

１１

２１

１６

２０

　

※
要
予
約

　所
 

栃
木
県
県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
県
庁
小
山
庁
舎
）

　容
 

Ｈ
Ｉ
Ｖ（
エ
イ
ズ
）検
査

（
希
望
に
よ
り
、
梅
毒
検
査
も
同

時
に
受
け
ら
れ
ま
す
。）

検
査
結
果　

即
日（
約　

分
）

３０

※
感
染
が
疑
わ
れ
る
出
来
事
が
あ
っ

　

た
日
か
ら
、　

週
間
以
上
経
っ
て

１２

　

い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

※
相
談
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

毎
週
水
曜
日（
受
付
時
間　

時
～

１３

　

時
）に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
・
性
感
染
症

１４検
査（
梅
毒
、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
、
淋

菌
）・
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
検
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

小
山
地
区
医
師
会 

 

市
民
公
開
講
座

問
小
山
地
区
医
師
会
撒
０
２
８
５（　

）５
９
９
３

２２

　

生
活
習
慣
病
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

～
糖
尿
病
を
中
心
に
～

　

小
山
地
区
医
師
会
で
は
毎
年
、
公

開
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年

は
糖
尿
病
を
中
心
に
生
活
習
慣
病
予

防
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
実
施
し
ま

す
。

演
者　

稲
葉 
利
敬 
先
生

　
　
　
（
医
療
法
人
康
仁
会
い
な
ば
内
科

　
　
　

ク
リ
ニ
ッ
ク
理
事
長
）

　日
 
　

月
７
日（
日
）　

時
～　

時　

分

１２

１０

１１

３０

　所
 

野
木
町
役
場
新
館
２
階
大
会
議
室

　￥
 

無
料

後
援　

野
木
町

※
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
当
日
会
場

　

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お知らせ

講　師内　容日　時

ボディプロデュース

「クリマ」

インストラクター

　並木　裕子　氏

①健康チェック　血圧測定

②転倒予防に関する講話、

　運動の実施

・家庭でできるお手軽体操

・腰痛、膝痛に対する筋肉　

　トレーニング等

　　　　　　　　（全２回）

１２月３日（水）

１３：３０～１５：００

１２月１０日（水）

１３：３０～１５：００

料　金内　容対象者項　目

１,５００円
・細胞診
・ＨＰＶ検査

２０歳以上（Ｈ７．３．３１以前生ま
れ）の町内に住所がある女性
※Ｈ２４･２５年度のＨＰＶ併用
検診結果で次回受診年度が
３年後の方は対象外

子宮頸がん

検診

５００円
・乳房レントゲン撮影　
　（マンモグラフィ）
・超音波検査

３０歳以上（Ｓ６０．３．３１以前
生まれ）の町内に住所があ
る女性

乳がん

検診

４００円
・問診
・超音波検査
　（かかと）

予防検診
３０歳以上（Ｓ６０．３．３１以前
生まれ）の町内に住所があ
る女性

骨粗しょう症

検査

転倒予防教室プログラム

記号の見方　　日 …日時　　所 …場所　　容 …内容　　対 …対象者　　定 …定員　　￥ …費用　　申 …申込 (１２)



オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
た
す
き
リ
レ
ー
の

ラ
ン
ナ
ー
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

問
こ
ど
も
教
育
課
撒（　

）４
１
３
８

５７

　

平
成　

年
、
小
山
市
で
幼
い
兄
弟

16

が
虐
待
に
よ
っ
て
命
を
落
と
し
て
し

ま
う
と
い
う
痛
ま
し
い
事
件
が
起
き

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た

「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
運
動
」は
、
児
童

虐
待
防
止
の
願
い
を
込
め
た
活
動
と

し
て
た
く
さ
ん
の
人
の
共
感
を
得
て

全
国
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

野
木
町
で
も
多
く
の
方
に
オ
レ
ン

ジ
リ
ボ
ン
運
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
こ
の
た
す
き
を
繋
ぐ
啓
発

活
動
を
行
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
た
す

き
リ
レ
ー
の
ラ
ン
ナ
ー
と
啓
発
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
第

　

回
野
木
町
駅
伝
大
会
の
際
に
「
オ

４３レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
チ
ー
ム
」
と
し
て
参

加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　日
 

平
成　

年
１
月　

日（
日
）

２７

１８

　所
 

町
公
民
館
に
集
合

参
加
資
格

○
ラ
ン
ナ
ー

　
　

高
校
生
以
上
の
方
。
選
手
７

　
　

名
・
補
欠
１
名
の
計
８
名（
一

　
　

般
男
子
の
部
で
の
参
加
と
な
り

　
　

ま
す
の
で
、
女
子
２
名
ま
で
参

　
　

加
可
能
で
す
）

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　

高
校
生
以
上
の
方
。　

名（
ゴ

１０

　
　

ー
ル
地
点
や
中
継
地
点
で
の
啓

　
　

発
活
動
）

　申
 
　

月
４
日（
木
）ま
で
に
問
合
せ
先
ま
で
。

１２

　

※
申
請
書
は
こ
ど
も
教
育
課
窓
口

　
　

ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ

　
　

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
詳
し
い
こ
と
は
申
込
後
に
ご
案

　
　

内
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
県
民
の
つ
ど
い

問
県
こ
ど
も
政
策
課
撒
０
２
８（
６
２
３
）３
０
６
７

　

今
年
は
小
山
市
で
幼
い
兄
弟
の
命

が
奪
わ
れ
た
小
山
事
件
か
ら　

年
の

１０

節
目
の
年
で
す
。
こ
れ
に
あ
わ
せ　
１１

月　

日（
日
）に
宇
都
宮
市
オ
リ
オ
ン

１６
ス
ク
エ
ア
に
て
児
童
虐
待
防
止
の
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
詳
細
は

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

恭http://w
w
w
.pref.tochigi.lg.jp/

水
道
の
圧
力
低
下

問
思
川
浄
水
場　

撒（　

）０
０
３
８

５６

　

浄
水
場
の
電
気
設
備
定
期
点
検
の

た
め
、
水
道
の
断
水
や
圧
力
等
が
低

下
す
る
地
域
が
生
じ
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　日
 
　

月
５
日（
水
）

１１

　

午
前
１
時
～
午
前
５
時

わ
が
ま
ち
C
M
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
４ 

と
ち
ぎ
大
会
作
品
募
集
中

問
わ
が
ま
ち
C
M
コ
ン
テ
ス
ト

　

栃
木
大
会
実
行
委
員
会　

事
務
局

撒
０
２
８
２（　

）３
３
２
２

２０

応
募
作
品

　

①
栃
木
県
部
門（　

秒
C
M
）

３０

　

②
P
R
部
門（　

秒
C
M
）

３０

　容
 

①
栃
木
県
の
地
域
、
文
化
、
伝
統
、

　
　

街
並
み
な
ど
、
ま
ち
の
魅
力
を

　
　

P
R
す
る
も
の
。

　

②
栃
木
県
外
の
地
域
を
P
R
す
る

　
　

作
品
で
、
栃
木
県
民
が
行
き
た

　
　

い
、
観
て
み
た
い
な
ど
感
じ
ら

　
　

れ
る
、
ま
ち
の
魅
力
を
P
R
す

　
　

る
も
の
。

　対
 

ア
マ
チ
ュ
ア
で
あ
れ
ば
個
人
団
体

　

問
わ
ず
応
募
可
。

　申
 
　

月　

日（
金
）［
必
着
］ま
で
に
、

１１

２１

　

申
込
書
お
よ
び
作
品
を
同
封
し
、

　

郵
送
。

郵
送
先

　

〒
３
２
８
−
０
０
５
３

　

栃
木
市
片
柳
町
２
−
２
−
２

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
栃
木
県
シ
ニ

　

ア
セ
ン
タ
ー
わ
が
ま
ち
C
M
係　

宛

　

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
先
へ
。

　

※
申
込
書
は
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

に
て
入
手
で
き
ま
す
。

恭http://matidukuri1.web.fc2.com/index.html

お知らせ

１１月はSマーク標準営業約款

普及登録促進月間

 

　

問（公財）栃木県生活衛生営業指導センター

撒０２８（６２５）２６６０

確認しましょう！最低賃金

栃木県最低賃金が

時間額　７ 3 3 円に

（改正発効Ｈ２６年１０月１日から）

※特定の産業には特定（産業別）

最低賃金が定められています。

問栃木労働局賃金室撒０２８（６３４）９１０９

(１３)

理容店、美容店、

クリーニング店、

めん類業飲食店、

一般飲食店のお店選びは、

厚生労働大臣認可の

Ｓマーク登録店で!!



犬
を
飼
う
と
き
は
登
録
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

問
町
民
生
活
部
生
活
環
境
課
撒（　

）４
１
４
９

５７

　

生
後　

日
を
過
ぎ
た
ら
、
必
ず
登

９０

録
を
し
て
く
だ
さ
い
。
町
内
の
動
物

病
院
で
あ
れ
ば
、
予
防
注
射
な
ど
の

時
に
登
録
も
一
緒
に
で
き
ま
す
。
登

録
の
際
に
渡
さ
れ
る
鑑
札
は
首
輪
な

ど
に
付
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
万
が

一
、
行
方
不
明
に
な
っ
た
時
な
ど
に

は
、
迷
子
札
代
わ
り
に
も
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
犬
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
、

人
に
譲
渡
し
た
、
引
っ
越
し
た
な
ど
、

登
録
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
時
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

正
し
い
犬
の
飼
い
方
を

知
っ
て
い
ま
す
か

問
栃
木
県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー

　
　

撒
０
２
８（
６
８
４
）５
４
５
８

　

あ
な
た
の
犬
が
ご
近
所
か
ら
好
か

れ
る
た
め
に
、
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
を

持
っ
た
『
責
任
あ
る
飼
い
主
』
に
な

り
ま
し
ょ
う
。

〈
責
任
あ
る
飼
い
主
に
な
る
た
め
の
ル
ー
ル
〉

・
ふ
ん
の
後
始
末
は
必
ず
し
ま
し
ょ
う

・
い
つ
で
も
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う

・
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
し
ま
し
ょ
う

〈
マ
ナ
ー
〉

・
鳴
き
声
で
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

　

う
に
し
ま
し
ょ
う（
鳴
き
声
は
人

　

の
感
じ
方
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。）

・
避
妊
、
去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う　

　

な
お
、
し
つ
け
方
や
動
物
に
関
す

る
相
談
は
、
栃
木
県
動
物
愛
護
指
導

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

２
０
１
４

ワ
ン
ワ
ン
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

問
町
民
生
活
部
生
活
環
境
課
撒（　

）４
１
４
９

５７

　日
 
　

月　

日（
日
）９
時
～　

時

１１

２３

１２

　
　
　
　
　
　
　
（
雨
天
中
止
）

　所
 

小
山
市
思
川
緑
地
公
園

　

小
山
市
大
行
寺
１
２
８
９

　容
 

・
ワ
ン
ワ
ン
ク
イ
ズ

　

・
子
犬
・
子
猫
の
里
親
さ
が
し

　

・
警
察
犬
の
公
開
訓
練

　

・
ア
ジ
リ
テ
ィ
ー
コ
ー
ナ
ー

　

・
展
示
コ
ー
ナ
ー

　

・
動
物
健
康
、
し
つ
け
相
談

　

・
盲
導
犬
体
験

　

・
し
つ
け
コ
ン
テ
ス
ト（
要
事
前
予
約
）

　

※
し
つ
け
コ
ン
テ
ス
ト
は
３
市
町

　
　
（
小
山
市
・
下
野
市
・
野
木
町
）で

　
　

先
着　

名
と
な
り
ま
す
。
参
加

２０

　
　

を
ご
希
望
の
方
は
生
活
環
境
課

　
　

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

野
木
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
行
動
計
画（
案
）

問
町
民
生
活
部
健
康
福
祉
課
撒（　

）４
１
７
１

５７

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
新
感
染

症
の
発
生
に
備
え
た
町
の
行
動
計
画

を
作
成
し
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
ご
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

　
　

月
４
日（
火
）～　

月
１
日（
月
）

１１

１２

閲
覧
方
法

　
健
康
福
祉
課
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

提
出
方
法

書
面
に
よ
る
窓
口
受
理
・
郵
送
・

F
A
X
・
E
メ
ー
ル
で
健
康
福
祉
課
へ

提
出
先

　

〒
３
２
９
儿
０
１
９
５

　

野
木
町
大
字
丸
林
５
７
１

　

健
康
福
祉
課　

健
康
増
進
係　

宛

　

姉（　

）４
１
９
３

５７

　

死kenkoufukushi@town.nogi.lg.jp

　

健
康
福
祉
課
窓
口

　
（
土
日
、
祝
日
を
除
く
８
時　

分
～　

時　

分
）

３０

１７

１５

※
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、　

　

後
日
公
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

～
自
分
の
ペ
ー
ス
で
！
め
ざ
せ
日
本
一
周
！
～

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
パ
ス
ポ
ー
ト

問
町
民
生
活
部
健
康
福
祉
課
撒（　

）４
１
７
１

５７

　

町
と
町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

で
は
、「
歩
く
こ
と
に
よ
る
健
康
づ
く

り
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
日
常
生
活
に
取
り
入
れ
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
町
全
体
の
健
康
を

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
、「
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
パ
ス
ポ
ー
ト
」を
配
布
し

て
い
ま
す
。

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
パ
ス
ポ
ー
ト
」の
活
用
方
法

　

①
歩
い
た
歩
数
を
パ
ス
ポ
ー
ト
の

　
　
「
記
録
カ
ー
ド
」に
記
録
し
て
い

　
　

た
だ
き
ま
す
。

　

②　

万
歩
に
到
達
し
た
ら
、
パ
ス

５０

　
　

ポ
ー
ト
を
提
出
し
、
認
定
を
受

　
　

け
て
く
だ
さ
い
。

　

③
そ
れ
ぞ
れ
、　

万
歩
の
達
成
に

５０

　
　

応
じ
て
完
歩
証
明
書
と
記
念
品

　
　

を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。
完
歩
達

　
　

成
基
準
は　

万
歩
、
１
０
０
万

５０

　
　

歩
…
７
５
０
万
歩
、
７
７
０
万

　
　

歩
で
日
本
列
島
踏
破
し
、
ゴ
ー

　
　

ル
と
な
り
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
ど
な
た
で
も
簡

単
に
始
め
ら
れ
る
も
の
で
す
。
ご
自

分
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
、
生
活

の
中
に
取
り
入
れ
、
挑
戦
し
て
く
だ

さ
い
。

　
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
パ
ス
ポ
ー
ト
」は
、

健
康
福
祉
課
で
発
行
し
て
い
ま
す
。

※
万
歩
計
の
無
料
貸
し
出
し
も
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、
必
要
な
方

は
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お知らせ

記号の見方　　日 …日時　　所 …場所　　容 …内容　　対 …対象者　　定 …定員　　￥ …費用　　申 …申込 (１４)



平
成　

年
度

２６
一
般
公
募
上
級
救
命
講
習
会

問
小
山
市
消
防
署
救
急
係

撒
０
２
８
５（　

）６
６
６
６

３９

　

心
肺
蘇
生
法
が
中
心
の
普
通
救
命

講
習
の
内
容
に
加
え
て
、
傷
病
者
管

理
法
や
外
傷
の
手
当
、
搬
送
法
な
ど
、

よ
り
深
く
よ
り
正
し
く
応
急
手
当
を

学
べ
る
講
習
会
で
す
。

　日
 
　

月　

日（
土
）９
時　

分
～　

時　

分

１２

１３

３０

１８

３０

　
　
　
　
　
　
（
受
付
時
間　

９
時
）

　所
 

小
山
市
消
防
本
部
・
会
議
室

　

小
山
市
神
鳥
谷
１
７
０
０
−
２

　対
 

中
学
生
以
上

　定
 
　

名
（
先
着
順
と
し
、
定
員
に
な

２０り
次
第
、
締
切
と
し
ま
す
。）

　申
 
　

月　

日（
火
）～　

月
５
日（
金
）

１１

２５

１２

　

野
木
分
署

　
　
（　

）１
１
１
９

５７

　

消
防
署
救
急
係　

　
　

０
２
８
５（　

）６
６
６
６

３９

そ
の
他

・
受
講
料
は
無
料
で
す
。

・
活
動
し
や
す
い
服
装
で
お
願
い
し
ま
す
。

・
テ
キ
ス
ト
を
配
布
し
ま
す
。

・
筆
記
用
具
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・
昼
食
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い

家
事
家
計
講
習
会

問
全
国
友
の
会
野
木
支
部

　

三
橋　
　
　

撒（　

）２
４
１
７

５５

　

小
山
友
の
会
撒
０
２
８
５（　

）０
０
９
４

２３

　

増
税
、
物
価
高
に
負
け
な
い
家
計

を「
予
算
生
活
の
で
き
る
家
計
簿
」を

つ
け
て
築
き
ま
し
ょ
う
。「
予
算
生
活

の
で
き
る
家
計
簿
」は
創
案
さ
れ
て

１
１
１
年
。
い
つ
の
時
代
も
、
た
く

さ
ん
の
家
庭
に
役
立
っ
て
き
ま
し
た
。

会
員
の
実
例
か
ら
、
家
計
の
こ
と
を

分
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
ま
す
。

　日
 
　

月　

日（
金
）　

時
～　

時

１１

１４

１０

１２

　所
 

丸
林
西
会
館（
丸
林
中
央
公
園
内
）

　容
 

消
費
税
ア
ッ
プ
、
与
え
ら
れ
た
範

囲
で
豊
か
に
安
心
し
て
暮
ら
す
知

恵
を
家
計
簿
で

　￥
 

５
０
０
円

※
託
児
１
歳
以
上
３
０
０
円

　
（
お
や
つ
・
保
険
料
を
含
む
）

　
（
要
予
約
）

工
事
の
お
知
ら
せ

問
産
業
建
設
部
都
市
整
備
課
撒（　

）４
１
６
１

５７

福
祉
の
お
仕
事
ミ
ニ
相
談
会

問
栃
木
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー

　

撒
０
２
８（
６
４
３
）５
６
２
２

　
福
祉
の
仕
事
に
就
き
た
い
方
と
、
求

人
事
務
所
と
の
面
接
会
を
行
い
ま
す
。

　日
 
　

月　

日（
金
）　

時
～　

時　

分

１１

２８

１３

１５

３０

　
（
受
付
は　

時
ま
で
）

１５

　所
 

小
山
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

　

小
山
市
神
鳥
谷
２
０
２

　対
 

・
福
祉
分
野
に
就
職
を
希
望
す
る
方

　
（
平
成　

年
３
月
に
大
学
等
卒
業

27

予
定
者
を
含
む
）

　

・
福
祉
の
仕
事
に
関
心
の
あ
る
方

お知らせ

人  
権  
標  
語

　

い
つ
も
自
分
に　

語
り
か
け
よ
う

　
　
　
　
「
今
、自
分
に
出
来
る
事
は
？
」

新
橋
小
学
校　
 
奈
良 　
な

ら

 
葉
月 
は
づ
き

　
   
（　

年
度
に
学
校
を
通
し
て
募
集
し
た
も
の
で
す
）

２５

 広　　　告

(１５)

排水工排水工事事
H２７２月下旬まH２７ ２月下旬までで

道路改良工道路改良工事事
H２７２月下旬まH２７ ２月下旬までで

体験入会男女共に

★お見合い後交際に入った場合は希望により正式入会に進みます。

※公的書類の提出・面接可能な方!!



協
働
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業

介
護
の
勉
強
会

問
な
か
よ
し
会

　

撒
０
９
０（
７
７
３
０
）１
９
６
６

～
安
心
し
て
機
嫌
よ
く
暮
ら
せ
る
よ
う
に
～

　

介
護
の
心
配
ご
と
を
専
門
家
に
尋
ね
ま
し
ょ
う

　日
 
　

月
６
日（
土
）　

時　

分
～　

時　

分

１２

１３

３０

１５

３０

　所
 

丸
林
西
会
館
大
会
議
室（
丸
林
中

　

央
公
園
内
）

講
師　
 
日
向
野 
則
子 
氏

　
　
　
（
医
療
法
人
社
団　

友
志
会

　
　
　

統
括
介
護
看
護
部
長
）

　容
 

・
介
護
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
や
入
所

　
　

の
相
談

　

・
在
宅
介
護
、
老
老
介
護
の

　
　

注
意
点

　￥
 

無
料

　申
 

不
要

パ
ル
テ
ィ
と
ち
ぎ
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
パ
ル
テ
ィ
と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　

撒
０
２
８
５（
６
６
５
）８
３
２
３

○
フ
ェ
ス
タ　

パ
ル
テ
ィ
２
０
１
４

in

　
「
変
え
よ
う
！
変
わ
ろ
う
！
か
が

や
く
未
来
へ
」と
題
し
、
女
性
の
活

躍
推
進
や
男
性
の
地
域
・
家
庭
へ
の

参
画
を
す
す
め
る
企
画
が
出
展
さ
れ

ま
す
。
そ
の
他
、
グ
ル
ー
プ
・
団
体

に
よ
る
楽
し
い
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・

展
示
・
体
験
、
雑
貨
や
農
産
物
の
販

売
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
ご
家
族
・

お
友
達
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
是
非

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　日
 
　

月　

日（
土
）　

時
～　

時

１１

１５

１０

１６

○
T
O
C
H
I
G
I
で
輝
く
☆

「
働
く
ウ
ー
マ
ン
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

と
ち
ぎ
な
で
し
こ
報
告
大
会（
仮
称
）

　

今
年
度
経
済
団
体
等
と
連
携
し
て

始
動
し
た「
T
O
C
H
I
G
I
で
輝

く
☆『
働
く
ウ
ー
マ
ン
』プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」の
集
大
成
と
し
て
、「
と
ち
ぎ
な

で
し
こ
報
告
大
会
」を
開
催
し
ま
す
。

開
催
し
た
各
種
講
座
の
報
告
や
基
調

講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
と
ち
ぎ
の
女

性
が
活
き
活
き
と
輝
い
て
活
躍
で
き

る
よ
う
、
全
県
を
あ
げ
て
応
援
し
ま

し
ょ
う
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　日
 
　

月　

日（
金
）

１２

１９

　
　

時　

分
～　

時　

分

１３

３０

１６

３０

講
師　

岩
田　
喜
美
枝　
会
長

　
　
　
（
公
益
財
団
法
人　

世
紀
職

２１

　
　
　

業
財
団
）

　定
 

４
０
０
名

　申
 
　

月　

日（
金
）ま
で

１１

２８

※
詳
細
は
パ
ル
テ
ィ
と
ち
ぎ
へ
お
問

　

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

秋
の
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
講
習
会

問
町
民
生
活
部
生
活
環
境
課
撒（　

）４
１
５
４

５７

　

今
回
は
、
秋
の
花
を
使
っ
た
ハ
ン

ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
す
。

初
め
て
の
方
で
も
簡
単
に
作
る
こ
と

が
で
き
、
３
か
月
以
上
壁
に
飾
っ
て

楽
し
め
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　日
 
　

月　

日（
土
）　

時　

分
～　

時

１１

２９

１３

３０

１６

講
師　

園
邉　
征
子　
先
生

　
　
　
（
英
国
王
立
園
芸
協
会
日
本

　
　
　

支
部
認
定
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス

　
　
　

ケ
ッ
ト
マ
ス
タ
ー
）

　所
 

町
公
民
館

　定
 
　

名（
先
着
順
）

２０
　￥
 

３
、５
０
０
円

　申
 
　

月
４
日（
火
）～　

月　

日（
金
）

１１

１１

１４

　

参
加
費
を
添
え
て
生
活
環
境
課
へ

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業

キ
ラ
リ
子
ど
も
未
来
塾

　
　
　
　

参
加
者
募
集

問
野
木
町
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会

　

柳
下
撒
０
９
０ 
兀 １
２
０
４ 
兀 ６
１
６
３

　

野
木
町
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行

委
員
会
で
は
、「
も
う
ひ
と
つ
の
楽
校

づ
く
り
」と
し
て
今
年
も
演
劇
公
演

を
行
い
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
幅
広
く
キ
ャ
ス
ト
・
ス
タ
ッ
フ
を

大
募
集
し
ま
す
。

　日
 

毎
月
第
２
、
第
４
日
曜
日

　
　

時　

分
～　

時　

分

１３

３０

１６

３０

　所
 

町
公
民
館
他

　対
 

小
学
校
３
年
生
以
上

　￥
 

月
５
０
０
円

　申
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

　

き
ら
り
館

◎
演
劇
公
演
日

　日
 

３
月
１
日（
日
）

　
（
リ
ハ
ー
サ
ル　

２
月　

日（
土
））

２８

　所
 

町
立
図
書
館
ホ
ー
ル

演
目　

芥
川
龍
之
介
「
桃
太
郎
」

　
　
　
（
参
加
者
数
等
に
よ
り
変
更

　
　
　

の
場
合
あ
り
）

労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間

問
栃
木
労
働
基
準
監
督
署
撒
０
２
８
２（　

）７
７
６
６

２４

　
栃
木
公
共
職
業
安
定
所
撒
０
２
８
２（　

）４
１
３
５

２２

　
佐
野
公
共
職
業
安
定
所
撒
０
２
８
３（　

）６
２
６
０

２２

　
小
山
公
共
職
業
安
定
所
撒
０
２
８
５（　

）１
５
２
４

２２

１
人
で
も
雇
っ
た
ら
、
入
ろ
う
。
労
働
保
険
。

　

労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
よ
う

「
労
働
保
険（
労
災
保
険
・
雇
用
保

険
）」の
加
入
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な

い
事
業
主
の
方
は
、
労
働
基
準
監
督

署
又
は
公
共
職
業
安
定
所
で
加
入
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

記号の見方　　日 …日時　　所 …場所　　容 …内容　　対 …対象者　　定 …定員　　￥ …費用　　申 …申込 (１６)

お知らせ



協
働
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業

ビ
ブ
リ
オ
タ
ウ
ン
野
木

　
　
　
　

参
加
者
募
集
中

問
ビ
ブ
リ
オ
タ
ウ
ン
野
木

　
柳
下
撒
０
９
０（
１
２
０
４
）６
１
６
３

　

ビ
ブ
リ
オ
タ
ウ
ン
野
木
は
、野
木

町
の「
読
書
の
ま
ち
宣
言
」を
応
援
す

る
グ
ル
ー
プ
で
す
。楽
し
く「
本
」と

関
わ
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま

す
。「
本
」を
通
し
た
文
化
の
薫
り
高 

い
ま
ち
づ
く
り
を
一
緒
に
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

◎
B
o
o
k
B
o
o
k
交
換
会

（
き
ら
り
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
4
に
て
）

参
加
者
募
集

　日
 
　

月　

日（
日
）　

時
～　

時

11

30

10

15

　申
 

当
日
持
参
受
付（
一
人
三
冊
ま
で
）

※
B
o
o
K
B
o
o
k
交
換
会

参
加
者
が
決
め
ら
れ
た
テ
ー
マ
に

合
っ
た
本
を
持
参
し
、本
の
紹
介

や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
話
し
た
後
、本

の
交
換
を
行
う
こ
と
で
参
加
者
同

士
の
交
流
を
図
る
も
の
で
す
。今

回
の
テ
ー
マ
は「
読
ん
で
ほ
し
い

本
」で
す
。皆
様
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

※
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

お
勧
め
の
本
を
持
ち
寄
っ
て
、内

容
や
魅
力
を
5
分
間
で
紹
介
、み

ん
な
で
投
票
し
て「
最
も
読
み
た

く
な
っ
た
本
」を
選
び
ま
す
。

「
き
ら
り
館
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

　
「
き
ら
り
館
」　

撒（　

）１
２
３
１

２３
姉（　

）１
２
３
２

２３

死kirarikan@
pearl.ocn.ne.jp

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

興
き
ら
り
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４

み
ん
な
が
つ
な
が
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

～
あ
っ
た
か
ハ
ー
ト
の
ま
ち
づ
く
り
～

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
市
民
活
動
の
理

解
を
深
め
る
た
め
に
、
展
示
・
ス
テ

ー
ジ
発
表
、
模
擬
店
・
即
売
や
体
験

コ
ー
ナ
ー
等
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
楽
し
め
る
内
容
が
い
っ
ぱ
い
！

　日
 
　

月　

日（
日
）　

時
～　

時

１１

３０

１０

１５

　
　
《
小
雨
決
行
》

　所
 

町
公
民
館（
駐
車
場
・
体
育
館
）

主
催　
き
ら
り
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４
実
行
委
員
会

　
　
　

野
木
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援

　
　
　

セ
ン
タ
ー
「
き
ら
り
館
」

町
っ
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

問
町
子
ど
も
会
連
合
会
事
務
局

　
（
生
涯
学
習
課
）撒（　

）４
１
７
７

５７

　日
 
　

月　

日（
日
）９
時
～　

時

１１

３０

１２

　
（
受
付　

時　

分
ま
で
）

１１

３０

　所
 

野
木
町
公
民
館
・
体
育
セ
ン
タ
ー

　対
 

町
内
の
子
ど
も（
小
学
生
以
下
）

　

※
幼
稚
園
児
以
下
は
保
護
者
同
伴

　￥
 

無
料

　容
 
各
学
区
に
よ
る
簡
単
な
ゲ
ー
ム
な
ど

　

※
参
加
時
間
に
よ
っ
て
は
全
部
回

　
　

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

参
加
方
法　

　

公
民
館
ロ
ビ
ー
ま
た
は
体
育
セ
ン

　

タ
ー
入
口
で
受
付

持
ち
物

　

体
育
館
で
履
く
靴
、
タ
オ
ル

　

場　所日　時イベント・講座名

町公民館前駐車場
（きらりフェスタ２０１４）

１１月３０日（日）
１０：００～１５：００

ＢｏｏＫＢｏｏｋ交換会

町図書館　研修室
１２月１４日（日）
１３：００～１５：００

第１回ビブリオバトル

ボランティア支援センター
「きらり館」会議室

１月１１日（日）
１０：００～１５：００

電子書籍の楽しさ体験

町図書館研修室
２月２２日（日）
１３：００～１６：００

手作り本の製作講座

町図書館研修室
３月８日（日）
１３：００～１５：００

第２回ビブリオバトル

ビブリオタウン野木イベント・講座予定

(１７)

 広　　　告

お知らせ



お知らせ

み
そ
づ
く
り
講
習
会

問
産
業
建
設
部
産
業
課
撒（　

）４
１
７
４

５７

　

町
内
で
生
産
さ
れ
た
大
豆
・
米
を

じ
っ
く
り
熟
成
さ
せ
、
来
年
の
秋
に

は
お
い
し
い
手
作
り
味
噌
が
ご
賞
味

い
た
だ
け
ま
す
。

　日
 

1
回
目　
　

月　

日（
水
）～　

日（
金
）

１２

１０

１２

　
　
　
　
　
９
時
～（
９
日
に
下
準
備
）

　

２
回
目　
　

月　

日（
水
）～　

日（
金
）

１２

１７

１９

　
　
　
　
　
９
時
～（　

日
に
下
準
備
）

１６

　所
 

町
農
産
物
加
工
施
設

　

友
沼
４
９
５
２－

１

　

撒（　

）２
８
２
８

５５

　対
 

町
内
在
住
の
方
で
、
４
日
間
参
加

　

で
き
る
方

　定
 

各
回
と
も
先
着　

名
１０

　￥
 

５
、０
０
０
円（
材
料
費
等
）

持
参
す
る
物

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
白
タ
オ
ル

　

６
枚
、
長
靴
（
き
れ
い
に
洗
っ
た

　

も
の
）、
味
噌
を
入
れ
る
樽（　

渥
３０

　

位
の
も
の
）、
マ
ス
ク

主
催　

町
・
小
山
農
業
協
同
組
合

　申
 
　

月　

日（
月
）～　

日（
金
）

１１

１７

２１

　

参
加
費
を
添
え
て
、
本
人
が
町
産

　

業
課
へ

※
申
込
の
際
に
詳
し
い
内
容
を
差
し

　

上
げ
ま
す
。

県
南
市
場
ま
つ
り
（
感
謝
市
）

問
県
南
公
設
地
方
卸
売
市
場

　

撒
０
２
８
５（　

）３
３
３
０

３８

　

県
南
公
設
地
方
卸
売
市
場
は
、
県

南
住
民
の
食
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
生
鮮
食
料
品
流
通
の
拠
点
市

場
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
今
後
に
お
け
る
市
場
の

発
展
と
日
頃
の
利
用
に
感
謝
し「
県

南
市
場
ま
つ
り（
感
謝
市
）」を
次
の

と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
は
環
境
展
も
併
せ
て

開
催
い
た
し
ま
す
。

　日
 
　

月　

日（
日
）７
時
～　

時

１１

２３

１３

　所
 

栃
木
県
南
公
設
地
方
卸
売
市
場

　

小
山
市
下
河
原
田
９
５
４

　
　
　
　
　
　
　
（
国
道　

号
沿
い
）

５０

　容
 

○
青
果
物
・
水
産
物
・
生
花
・
関

　
　

連
商
品
の
展
示
販
売

　

○
野
菜
・
果
物
の
模
擬
せ
り

　

○
生
ま
ぐ
ろ
の
解
体
・
模
擬
せ
り

　

○
ま
ぐ
ろ
目
方
当
て
ク
イ
ズ
、
り

　
　

ん
ご
の
皮
む
き
長
さ
比
べ
競
争

　

○
か
に
汁
・
イ
カ
ポ
ッ
ポ
焼
き
・

　
　

焼
き
そ
ば
・
う
ど
ん
・
そ
ば
等

　
　

の
各
種
売
店

　

○
風
船
、
ポ
ン
菓
子
の
無
料
配
布

　

○
県
南
市
場
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
施

　
　

設
で
の
処
理
品
（
有
機
肥
料
）

　
　

の
無
料
配
布
な
ど

「
わ
が
家
の
と
っ
て
お
き

レ
シ
ピ
」の
料
理
講
習
会

参
加
者
募
集

問
産
業
建
設
部
産
業
課
撒（　

）４
１
７
４

５７

　

昨
年
、
野
木
町
の
農
産
物
を
使
用

し
た「
わ
が
家
の
自
慢
料
理
や
オ
ス

ス
メ
料
理
の
レ
シ
ピ
」を
募
集
し
、

町
産
業
祭
に
お
い
て
パ
ネ
ル
コ
ン
テ

ス
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
地
元
農
産

物
の
消
費
拡
大
を
め
ざ
し
、
上
位
３

位
の
作
品
の
料
理
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
参
加
さ
れ
た
方
に
は
、「
野
木

町
版
地
産
地
消
レ
シ
ピ
集
」を
プ
レ

ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。
料
理
の
レ
パ

ー
ト
リ
ー
の
ひ
と
つ
に
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
男
性
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

　日
 
　

月　

日（
土
）　

時
～　

時

１１

２９

１０

１３

　所
 

町
公
民
館
調
理
室

　容
 

・
長
芋
の
た
た
き

　

・
彩
り
野
菜
の
オ
ー
ブ
ン
焼
き

　

・
な
す
の
ベ
ー
コ
ン
巻

　

・
ト
マ
ト
ぶ
っ
か
け
う
ど
ん

　定
 
　

名
２０

　対
 

野
木
町
在
住
・
在
勤
者

　申
 

５
０
０
円（
材
料
費
・
保
険
代
他
）

持
参
す
る
物

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス
ク
、

　

筆
記
用
具

　申
 
　

月　

日（
月
）～　

日（
金
）、参

１１

１０

１４

　

加
費
を
添
え
て
産
業
課
へ

栃
木
特
別
支
援
学
校

  
し
ら
さ
ぎ
祭

問
栃
木
県
立
栃
木
特
別
支
援
学
校

　

撒
０
２
８
２（　

）７
５
７
５

２４

　日
 
　

月　

日（
土
）

１１

１５

　

９
時　

分
～　

時　

分

３０

１４

３０

　所
 

栃
木
県
立
栃
木
特
別
支
援
学
校

　容
 

児
童
・
生
徒
に
よ
る
演
技
発
表
会
、

　

学
習
発
表
や
、
作
業
製
品
の
即
売
、

　

模
擬
店
等
を
行
い
ま
す
。

　

※
当
日
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
も
募
集
し

　
　

て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ

　
　

け
る
方
は
、
同
校
ま
で
ご
連
絡

　
　

く
だ
さ
い
。

町
で
測
定
し
て
い
る
環
境
放
射
線
量
な
ど
の
状
況

問
町
民
生
活
部
生
活
環
境
課
撒（　

）４
１
３
１

５７

　

こ
ど
も
教
育
課
撒（　

）４
１
３
８　

５７

◎　

月
１
日
、
役
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

１０

　

ポ
ス
ト
で
測
定
し
た
値
は
、

　

地
面
か
ら
の
高
さ
１
ｍ
で

　

０
・
５
２
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時
、

　

で
し
た
。

◎　

月
１
日（
第
１
水
曜
日
）、各
小
中

１０

　

学
校
校
庭
で
測
定
し
た
量
の
値
は
、

　

最
大
０
・
０
７
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時
、

　

最
大
０
・
０
４
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時

　

で
し
た
。

記号の見方　　日 …日時　　所 …場所　　容 …内容　　対 …対象者　　定 …定員　　￥ …費用　　申 …申込 (１８)



平
成　

年
分

２６

　

年
末
調
整
等
説
明
会

問
栃
木
税
務
署

　

撒
０
２
８
２（　

）０
８
８
５

２２

　

給
与
所
得
者
に
係
る
年
末
調
整
等

説
明
会
を
左
記
の
日
程
に
よ
り
開
催

い
た
し
ま
す
。

※
説
明
会
で
は「
年
末
調
整
の
し
か

た
」及
び「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収

票
等
の
法
定
調
書
の
作
成
と
提
出

の
手
引
き
」な
ど
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
用
い
ま
す
の
で
、
ご
出
席
の

際
に
は
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
説
明
会
に
お
い
て
平
成　

年
度
実

２７

施
の
住
民
税
の
特
別
徴
収
一
斉
指

定
に
つ
い
て
も
お
話
し
し
ま
す
。

平
成　

年
度
・　

年
度

２７

２８

　
　
　
　

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合

入
札
参
加
者
資
格
審
査
の
申
請

問
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合

撒
０
２
８
５（　

）３
２
２
８

２２

受
付
期
間

　
　

月　

日（
月
）～　

月
５
日（
金
）　

１１

１７

１２

　

必
着

提
出
方
法

　

郵
送（
郵
便
書
留
）

※
持
参
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご

　

注
意
く
だ
さ
い
。

※
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
管
内
市

　

町
に
本
店
ま
た
は
支
店
及
び
営
業

　

所
を
有
す
る
方
は
、
持
参
に
よ
る

　

提
出
も
で
き
ま
す
。（
た
だ
し
、
土

　

日
、
祝
日
を
除
く
。）

提
出
先

　

〒
３
２
３ 
兀 ０
０
４
３

　

小
山
市
塩
沢
６
０
４

　
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合 
総
務
課 
管
理
係 
宛

関
係
書
類
入
手
方
法

　

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
総
務
課

　

の
窓
口（
無
料
）、
ま
た
は
小
山
広

　

域
保
健
衛
生
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
に
て
入
手
で
き
ま
す
。

恭http://w
w
w
.city.oyam

a.tochigi.jp/kouiki/

※「
入
札
契
約
」→「
入
札
参
加
者
資

格
申
請
に
つ
い
て
」

お知らせ
唖

愛

阿

挨

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

市町村税徴収強化月間２０１４冬

～あなたの税が未来を拓く～

い
ま
い
ち
ど
ご
自
分
の
納
付
状
況
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

問
総
合
政
策
部
税
務
課
撒（　

）４
１
２
４
・
４
１
４
４

５７

★
全
県
下
一
斉
の
取
組

　

納
税
の
公
平
と
税
収
の
確
保
を
図
る
た
め
、　

月
～　

月
を
「
市
町
村
税

１１

１２

徴
収
強
化
月
間
」
と
し
て
、
栃
木
県
と
の
協
働
で
、
全
県
下
一
斉
の
徴
収

強
化
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

★
一
人
ひ
と
り
が
町
を
支
え
る 

　

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
が
町
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
支
え
て
い
ま
す
。
納
税
し

な
い
人
が
増
え
る
と
生
活
に
必
要
な
様

々
な
事
業
が
行
え
な
く
な
り
ま
す
。

★
自
主
的
な
納
付
を
鎧 

　

町
で
は
、
住
民
の
皆
様
の
自
主
的
な
納
税
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
納
期

限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い
場
合
は
、
財
産
の
滞
納
処
分
（
差
し
押
さ
え
・

公
売
な
ど
）
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
差
し
押
さ
え
財
産
の
調
査
の

た
め
、
滞
納
者
の
住
居
や
事
業
所
の
捜
索
、
自
動
車
差
し
押
さ
え
の
た
め

の
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

滞
納
処
分
を
し
な
く
て
も
よ
い
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
自
主
的
な
納
税
を

お
願
い
し
ま
す
。

★
町
で
は
税
収
確
保
に
向
け
、
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す

納
税
相
談
：
町
税
な
ど
を
納
期
限
内
に
納
め
る
こ
と
が
難
し
い
方
の
相
談

　
　
　
　
　
 
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

納
税
催
告
：
納
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い
方
に
対
し
、
督
促
状
・
催

　
　
　
　
　
 
告
書
な
ど
の
送
付
、
電
話
催
告
、
自
宅
訪
問
、
勤
務
先
訪
問

　
　
　
　
　
 
を
行
い
ま
す
。

財
産
調
査
：
滞
納
者
の
財
産
に
つ
い
て
、
官
公
署
、
金
融
機
関
、
保
険
会

　
　
　
　
　
 
社
、
通
信
機
関
な
ど
に
対
し
調
査
を
行
い
ま
す
。

給
与
調
査
：
滞
納
者
の
給
与
を
差
し
押
さ
え
す
る
た
め
、
勤
務
先
に
対
し

　
　
　
　
　
 
給
与
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

差
押
処
分
：
不
動
産
・
預
貯
金
や
生
命
保
険
、
給
与
の
ほ
か
、
自
動
車
な

　
　
　
　
　
 
ど
の
差
し
押
さ
え
を
行
い
ま
す
。
差
し
押
さ
え
後
も
納
付
さ

　
　
　
　
　
 
れ
な
い
場
合
、
差
し
押
さ
え
財
産
の
公
売
・
取
り
立
て
を
行

　
　
　
　
　
 
い
ま
す
。

対象者開催日日　　時

小山市、下野市、

野木町を納税地

とする源泉徴収

義務者

小山市文化センター

大ホール

（小山市中央町１－１－１）

１０時～

１１時４５分
１１月１９日（水）

１４時～

１５時４５分

栃木市、壬生町

を納税地とする

源泉徴収義務者

栃木市文化会館

大ホール

（栃木市旭町１２－１６）

１０時～

１１時４５分
１１月２０日（木）

１４時～

１５時４５分

(１９)



陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集

問
自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

　
　
　

撒
０
２
８
５（　

）４
７
６
３

２５

　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
で
は
、

将
来
陸
上
自
衛
隊
で
、
高
機
能
化
・

シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
装
備
品
を
駆

使
・
運
用
す
る
と
と
も
に
、
国
際
社

会
に
お
い
て
も
自
信
を
も
っ
て
対
応

で
き
る
要
員
を
養
成
す
る
た
め
、
中

学
校
卒
業
予
定
者
等
を
対
象
に
採
用

す
る
制
度
で
、
３
年
終
了
時
に
は
高

等
学
校
卒
業
の
資
格
を
取
得
で
き
ま

す
。
ま
た
、
在
学
間
は
特
別
国
家
公

務
員
と
し
て
学
生
手
当
が
支
給
さ
れ
、

卒
業
後
は
陸
上
自
衛
隊
の
ほ
か
、
防

衛
大
学
、
一
般
大
学
、
パ
イ
ロ
ッ
ト

な
ど
様
々
な
進
路
に
進
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

応
募
資
格　

中
学
卒
業
者（
見
込
み

　
　
　
　
　

を
含
む
）で　

歳
未
満

１７

　
　
　
　
　

の
方
（
平
成　

年
４
月

２７

　
　
　
　
　

１
日
現
在
）

受
付
期
間　
　

月
１
日（
土
）～

１１

　
　
　
　
　
平
成　

年
１
月
９
日（
金
）

２７

試
験
期
日　
平
成　

年
１
月　

日（
土
）

２７

２４

※
受
験
会
場
は
別
途
ご
連
絡
し
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

問（
公
社
）野
木
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

撒（　

）２
１
３
７

５６

興
新
規
会
員
の
入
会
説
明
会

　日
 
　

月　

日（
木
）　

時
～　

時　

分

１１

１３

１４

１５

３０

　対
 

野
木
町
在
住
で
、　

歳
以
上
の
健

６０

　

康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
。

　

特
に
「
農
作
業
」、「
屋
内
清
掃
」、

　
「
家
事
援
助
」、「
毛
筆
賞
状
書
き
」

　

の
で
き
る
方
を
募
集
中
で
す
。

※
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話
連
絡
の

　

上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

興
刃
物
研
ぎ

　日
 
　

月　

日（
金
）　

時
～　

時

１１

２１

１０

１５

　所
 
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

興
障
子
・
襖
貼
り

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

障
子
・
襖
・
網
戸
の
張
り
替
え
も
承

っ
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ま
か
ら
の
ご

依
頼
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

特
に
指
定
の
な
い
も
の
の
申
し
込
み
は
、

土
日
祝
日
を
除
く
８
時　

分
～　

時　

分

３０

１７

１５

国
際
交
流
協
会
の
催
し

英
会
話
教
室
・
初
冬
講
座

～
英
会
話（
基
礎
）を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
～

問
生
涯
学
習
課　

撒（　

）４
１
８
８

５７

　

町
国
際
交
流
協
会
で
は
、
英
会
話

教
室（
基
礎
）を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　日
 
　

月　

日
・　

日
・　

日（
い
ず
れ
も
日
曜
日
）

１１

１６

２３

３０

　
　

時
～　

時　

分

１０

１１

３０

　
（
た
だ
し　

日
は　

時　

分
～　

時
）

３０

１３

３０

１５

　所
 

町
公
民
館

講
師　

ア
ン
先
生

　定
 
　

名（
先
着
順
）

１０
　￥
 

３
０
０
円
（
教
材
費
）

　申
 
　

月
６
日（
木
）～　

日（
木
）ま
で
に

１１

１３

　

参
加
料
を
添
え
て
、
町
公
民
館
へ

パ
ソ
コ
ン
サ
ロ
ン

問
町
公
民
館　
　

撒（　

）４
１
７
７

５７

　日
 
　

月　

日（
木
）　

時　

分
～　

時　

分

１１

１３

１３

３０

１５

３０

　
　

月　

日（
土
）９
時　

分
～　

時　

分

１１

１５

３０

１１

３０

　所
 
町
公
民
館
２
階
第
４
研
修
室

※
日
程
変
更
も
あ
り
ま
す
の
で
、
公

民
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

国
際
交
流
協
会
の
催
し

世
界
の
料
理
シ
リ
ー
ズ

～
日
本
の
文
化「
手
打
ち
蕎
麦
教
室
」～

問
生
涯
学
習
課　

撒（　

）４
１
８
８

５７

　

町
国
際
交
流
協
会　

町
井

　

撒
０
９
０（
１
４
０
５
）６
１
９
８

　

新
蕎
麦
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

美
味
し
い
蕎
麦
を
打
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
第
５
回
蕎
麦
打
ち
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
自
分
で
打
っ
た
蕎
麦
を
食

す
の
も
な
か
な
か
一
興
な
も
の
で
す
よ
。

　日
 
　

月
６
日（
土
）　

時　

分
～　

時

１２

１３

３０

１６

　所
 

町
公
民
館
調
理
室

　容
 

二
八
蕎
麦
を
打
っ
て
、
茹
で
て
試

　

食
を
し
ま
す
。

講
師　

野
木
手
打
ち
蕎
麦
愛
好
会

　定
 
　

名（
先
着
順
）

１０
　対
 
町
内
・
近
隣
市
町
に
お
住
ま
い
の
方

　
（
初
め
て
の
人
も
可
）

　￥
 

５
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル
２
枚
・

　
　
　
　

三
角
巾
・
持
ち
帰
り
用
の

　
　
　
　

容
器（
大
き
め
の
タ
ッ
パ

　
　
　
　

ー
な
ど
２
個
）

申　

込　
　

月　

日（
月
）～　

日（
金
）

１１

１７

２１

　
　
　
　

参
加
費
を
添
え
生
涯
学
習

　
　
　
　

課
へ

お知らせ・生涯学習

記号の見方　　日 …日時　　所 …場所　　容 …内容　　対 …対象者　　定 …定員　　￥ …費用　　申 …申込 (２０)

生
涯
学
習



女
性
力
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

問
町
公
民
館　

撒（　

）４
１
７
７

５７

～
よ
り
健
康
で
よ
り
美
し
く
、

　
オ
シ
ャ
レ
な
自
分
に
外
女
性
は
無
敵
外
～

多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
ま
し
た
外

　対
 

町
在
住
在
勤
の
女
性

　申
 
　

月
４
日（
火
）～
希
望
さ
れ
る
講
座
の

１１参
加
費
を
添
え
町
公
民
館
へ（
先
着
順
） 

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
講
座

問
町
公
民
館　

撒（　

）４
１
７
７

５７

　

初
心
者
の
方
を
対
象
に
パ
ソ
コ
ン

講
座
を
開
講
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
パ

ソ
コ
ン
を
始
め
て
み
よ
う
と
い
う
方

は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　所
 

町
公
民
館

　￥
 

１
、３
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
及
び

　

U
S
B
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ
代
）

講
師　

の
ぎ
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
会
員

　対
 

町
内
在
住
在
勤
者

　定
 
　

名（
先
着
順
）

１２
　申
 
　

月
７
日（
金
）～　

日（
金
）ま
で

１１

１４

　

に
受
講
料
を
添
え
て
、公
民
館
へ

ワ
イ
ワ
イ
ク
ッ
キ
ン
グ

問
町
公
民
館　

撒（　

）４
１
７
７

５７

　

み
ん
な
で
楽
し
く
ラ
ン
チ
を
作
り

ま
せ
ん
か
？

　

月
一
回
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
や
子

ど
も
達
の
交
流
を
大
切
に
し
た
教
室

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

５
回
目

　日
 
　

月　

日（
土
）　

時
～　

時

１１

１５

１０

１２

　容
 

・
き
の
こ
ご
は
ん

　

・
サ
ラ
ダ

　

・
す
ま
し
汁　
　

他

６
回
目

　日
 
　

月　

日（
土
）　

時
～　

時

１２

１３

１０

１２

　容
 

・
ラ
イ
ス
バ
ー
ガ
ー

　

・
ク
レ
ー
プ　
　

他

　所
 

町
公
民
館
調
理
室

　対
 

町
在
住
の
小
学
生
と
保
護
者

　
　
　
（
小
学
生
だ
け
の
参
加
も
可
）

　定
 
　

名（
先
着
順
）

２０
　￥
 
（
５
回
目
）１
人
２
０
０
円

　
（
６
回
目
）１
人
３
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

講
師　

オ
ピ
ニ
オ
ン
友
の
会
会
員

　申
 
（
５
回
目
）　

月
５
日（
水
）～　

日（
水
）

１１

１２

    （
６
回
目
）　

月
５
日（
水
）～　

日（
水
）

１１

１９

　

参
加
費
を
添
え
て
町
公
民
館
へ

ワ
イ
ワ
イ
ク
ッ
キ
ン
グ

こ
れ
か
ら
の
予
定

　

７
回
目　

１
月　

日（
土
）

１７

　

８
回
目　

２
月
７
日（
土
）

　

９
回
目　

３
月　

日（
土
）

１４

※
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

国
際
交
流
協
会
の
催
し

中
国
語
会
話
教
室
・
初
冬
講
座

～
中
国
語
会
話（
基
礎
）を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
～

問
生
涯
学
習
課　

撒（　

）４
１
８
８

５７

町
国
際
交
流
協
会
で
は
、
中
国
語
会

話
教
室（
基
礎
）を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　日
 
　

月　

日
・　

日
・　

日（
い
ず
れ
も
日
曜
日
）

１１

１６

２３

３０

　
　

時
～　

時　

分

１０

１１

３０

　
（
た
だ
し　

日
は　

時　

分
～　

時
）

３０

１３

３０

１５

　所
 

町
公
民
館

講
師　

ウ
ー
・
ロ
ン
先
生

　定
 
　

名（
先
着
順
）

１０
　￥
 

３
０
０
円（
教
材
費
）

　申
 
　

月
６
日（
木
）～　

日（
木
）ま
で
に

１１

１３

　

参
加
料
を
添
え
て
、
町
公
民
館
へ

生涯学習

内　容日　時回

・パソコンの基本操作
　（マウス操作、文字入力など）
・ワードの基礎

 １１月２１日（金）
９：３０～１２：００

１

・年賀状の文面作成
 １１月２８日（金）
９：３０～１２：００

２

・写真入り年賀状の作成
・イラスト、写真の挿入

 １２月５日（金）
９：３０～１２：００

３

内　　　容日　　時回

「お肌の美と健康」
～より美しく、より健康になるためのコツ教えます！～
　講師：高山洋子 氏　※参加費５００円　定員２０名

１２月７日（日）
１０：００～１２：００
町公民館

１

「美文字にチャレンジ！」
～美しい文字は好印象！あなたの財産です！」～
　講師：金内草香 氏　　　　※教材費５００円　定員２０名

１２月１４日（日）
１０：００～１２：００
町公民館

２

「調理実習」＜クリスマスケーキ作りを楽しもう！＞
～Ｘｍａｓ間近です！愛情いっぱい、手作りケーキは最高～
　講師：オピニオン友の会　※材料費１３００円　定員２０名

１２月２３日（火）
１０：００～１２：００
町公民館

３

蒲館外研修
「相田みつを美術館」見学と新春の「築地市場」の散策
～「やる気、根気、元気！」になる旅にしよう！～
　※参加費１、２００円（入館料、高速代等）　定員３０名
　※昼食・お買い物は各自「築地市場」でご自由に！

１月１５日（木）
８：４０～１６：４０
※８：３０

町公民館集合
→東京方面

４

女性力アップセミナープログラム

パソコン初心者講座プログラム

※テキスト及びUSBフラッシュメモリは第３回目終了後差し上げます。
※内容を変更する場合があります

(２１)



特
に
指
定
の
な
い
も
の
の
申
し
込
み
は
、

土
日
祝
日
を
除
く
８
時　

分
～　

時　

分

３０

１７

１５

第　

回
野
木
町
町
長
杯

37

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

問
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

　

鈴
木
裕
子
撒
０
９
０
兀 ８
５
９
０
兀 ５
４
４
９

　日
 
　

月
９
日（
日
）　

受
付
９
時
～

１１
　所
 

町
体
育
セ
ン
タ
ー

　対
 

協
会
登
録
チ
ー
ム

　￥
 

１
チ
ー
ム
１
、
０
０
０
円

　申
 

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。

元
気
の
出
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
ぎ
事
業

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
講
習
会

初
心
者
・
中
級
者
向
け

問
生
涯
学
習
課　

撒（　

）４
１
８
７

５７

　

こ
れ
か
ら
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
始
め

よ
う
と
思
っ
て
い
る
方
に
は
、
楽
し

さ
を
お
伝
え
し
、
ま
た
現
在
活
動
さ

れ
て
い
る
方
に
は
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

　日
 
　

月　

日（
日
）　

時
～　

時

１１

２３

１３

１７

　所
 

町
体
育
セ
ン
タ
ー

講
師　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
公
認
指
導
員

　
　
　
　

斉
藤  
佳
晴  
さ
ん

　定
 
　

名
（
先
着
順
）

３０
　￥
 

ク
ラ
ブ
会
員　

５
０
０
円

　

非
会
員　
　
　

１
、
０
０
０
円

持
ち
物　

運
動
の
出
来
る
服
装
、
体

　
　
　
　

育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
ラ
ケ
ッ

　
　
　
　

ト（
貸
出
可
）、
タ
オ
ル
、

　
　
　
　

飲
み
物

　申
 
　

月
６
日（
木
）～　

日（
月
）ま
で

１１

１７

　

に
参
加
料
を
添
え
て
、
元
気
の
出

　

る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
ぎ
ま
で

問
町
立
図
書
館　

撒（　

）２
８
１
１

５７

お
は
な
し
会
の
予
定

☆
グ
レ
ー
ス
森

　
　

月
７
日（
金
）　

時
～　

時　

分

１１

１１

１１

３０

　

♪
絵
本
よ
み
き
か
せ

　

♪
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

　

対
象：

幼
児

☆
ピ
ノ
キ
オ

　
　

月　

日
・　

日
・　

日

１１

１１

１８

２５

　

火
曜
日　
　

時
～　

時　

分

１１

１１

２０

　

♪
絵
本
よ
み
き
か
せ
♪
手
あ
そ
び

　

対
象：

幼
児

☆
図
書
館
職
員（
し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま
）

　
　

月
８
日（
土
）　

時　

分
～　

時

１１

１４

３０

１５

　

♪
絵
本
よ
み
き
か
せ
♪
お
り
が
み

　

対
象：

４
歳
位
～
小
学
生

※
会
場
は
１
Ｆ
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

で
す
。

移
動
図
書
館（
ひ
ま
わ
り
号
）巡
回
日
程

　
南
赤
塚
小　
　

月
５
日（
水
） 

１１

　
　
　
　
　
　

時
５
分
～　

時　

分

１３

１３

３５

友
沼
小　
　
　

月　

日（
水
） 

１１

１２

　
　
　
　
　
　

時　

分
～　

時　

分

１２

５５

１３

４５

野
木
小　
　
　

月　

日（
木
）

１１

１３

　
　
　
　
　
　

時　

分
～　

時　

分

１３

１０

１３

４０

佐
川
野
小　
　

月　

日（
火
） 

１１

１８

　
　
　
　
　
　

時　

分
～　

時　

分

１２

５０

１３

２０

新
橋
小　
　
　

月　

日（
水
） 

１１

１９

　
　
　
　
　
　

時
５
分
～　

時　

分

１３

１３

５０

※
一
般
の
方
も
利
用
出
来
ま
す
が
、

児
童
書
が
中
心
で
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ

は
あ
り
ま
せ
ん
。

新
着
図
書
案
内

　
酸
一
般
書

○
神
結
び 

（
相
川
七
瀬
）神
社

○
ラ
ジ
コ
ン
を
始
め
る
と
き
に
読
む
本

 

　

工
作

○
ビ
ー
ル
事
典　
　
　
　
　

ビ
ー
ル

○
さ
い
と
う
市
立
さ
い
と
う
高
校
野
球
部

（
あ
さ
の
あ
つ
こ
）小
説

○
胡
蝶
殺
し　
　
（
近
藤
史
恵
）小
説

酸
児
童
書

○
黒
魔
女
さ
ん
が
通
る
！
！
p
a
r
t　
１７

　
　
　
　
　
　
　
（
石
崎
洋
司
）読
物

○
一
期
一
会
あ
り
が
と
う
フ
ィ
ナ
ー
レ
。

読
物

○
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
大
ま
じ
ん
を
さ
が
せ
！

　
　
　
　
　
　
　
（
原
ゆ
た
か
）読
物

○
か
い
ぞ
く
ゴ
ッ
ク
ン

　
　
　
　
（
ジ
ョ
ニ
ー
・
ダ
ド
ル
）絵
本

○
お
か
あ
さ
ん
の
そ
ば
が
す
き

　
　
　
　
　
　
　
（
今
西
乃
子
）動
物

○
く
ま
く
ん
の
あ
さ
ご
は
ん
と
う
ば
ん

　
　
　
　
（
や
す
い
す
え
こ
）紙
芝
居

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
蔵
書
検
索
→
新

着
資
料
検
索
）
か
ら
検
索
で
き
ま
す
。

わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
で
あ
そ
ぼ
う

　
　日
 
　

月
７
日（
日
）　

時
～　

時　

分

１２

１１

１１

３０

　所
 

２
階
ホ
ー
ル

　対
 

０
～
２
歳

主
催　

ひ
よ
こ
の
会

　申
 

図
書
館
に
来
館
ま
た
は
電
話

図
書
館
シ
ネ
マ

　
作
品　
「
リ
ン
カ
ー
ン
」

　日
 
　

月　

日（
土
）　

時
～　

時　

分

１１

２９

１４

１６

３０

　所
 

２
階
ホ
ー
ル

スポーツ・としょかん

記号の見方　　日 …日時　　所 …場所　　容 …内容　　対 …対象者　　定 …定員　　￥ …費用　　申 …申込 (２２)

ス
ポ
ー
ツ

と
し
ょ
か
ん



秋
の
朗
読
会　

～
村
岡
花
子
の
世
界
を
読
む
～

　

今
年
は
テ
レ
ビ
小
説
で
も
話
題
に

な
っ
た
村
岡
花
子
の
作
品
を
朗
読
し

ま
す
。
時
代
を
超
え
て
愛
さ
れ
て
い

る
や
さ
し
い
お
話
の
世
界
を
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
。

プ
ロ
グ
ラ
ム

　

★「
赤
毛
の
ア
ン
」

　

★「
ナ
ミ
ダ
さ
ん
」

　

★「
タ
ン
ポ
ポ
の
目
」

　

★「
か
し
こ
い
小
兎
」　

他

　日
 
　

月　

日（
日
）

１１

３０

　
　

時　

分
～
開
場

１３

３０

　
　

時
～
開
演

１４
　所
 

２
階
ホ
ー
ル

出
演　

朗
読
の
会
「
の
ぎ
く
」

　対
 

ど
な
た
で
も

　定
 

先
着　

名（
当
日
も
参
加
で
き
ま
す
）

５０

　申
 
　

月　

日（
火
）～

１１

１１

　
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
た
は
電
話
で

　

 

図
書
館
カ
フ
ェ

　

日
頃
図
書
館
を
ご
利
用
い
た
だ
い

て
い
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
な
い
方
に
も
気
軽
に
足

を
運
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
、
図
書
館

カ
フ
ェ
を
開
設
し
ま
す
。

　日
 
　

月　

日（
日
）　

時
～　

時

１１

３０

１３

１６

　所
 

図
書
館
２
階
飲
食
コ
ー
ナ
ー

　容
 

コ
ー
ヒ
ー
１
０
０
円
他

※
収
益
が
あ
っ
た
場
合
は
、
野
木
町

社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

利
用
者
の
利
便
性
向
上
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　

図
書
館
サ
ー
ビ
ス

①
祝
日
月
曜
日
を
開
館

　

祝
日
・
振
替
休
日
の
月
曜
日
を
開
館

　
　

月
は
３
日（
月
）・　

日（
月
）

１１

２４

②
宅
配
サ
ー
ビ
ス

　

心
身
障
が
い
者
等
、
図
書
館
へ
の

　

来
館
が
困
難
な
方
の
た
め
に
、
図

　

書
館
資
料
を
宅
配
し
ま
す
。

③
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー
を
常
設

　

年
末
の
リ
サ
イ
ク
ル
市
、
毎
月
の

　

ミ
ニ
リ
サ
イ
ク
ル
市
に
代
わ
り
、

　

リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー
を
常
設
し

　

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
図
書
館
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

よ
み
き
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

　
　
　
『
ピ
ノ
キ
オ
』

　

図
書
館
で
は
、
図
書
館
活
動
を
推
進

す
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
協

力
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
特
に
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
で
は
、
長
年
に
渡
っ

て
図
書
館
や
小
学
校
な
ど
で
活
躍
し
て

お
り
、
子
ど
も
達
に
絵
本
の
楽
し
さ
を

伝
え
る
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
で
よ
み
き
か
せ
を
し
て
い

る
『
ピ
ノ
キ
オ
』
は
、
平
成
８
年　
１２

月
に　

名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

１０

　

始
ま
り
は
、
図
書
館
で
の
募
集
が

き
っ
か
け
で
す
。

　

活
動
内
容
は
、
毎
月
第
１
火
曜
日

に
定
例
会
を
行
い
、
そ
の
時
に
勉
強

会
、
翌
月
の
当
番
決
め
、
前
月
の
よ

み
き
か
せ
の
反
省
、
諸
連
絡
、
当
月

に
読
む
絵
本
と
紙
芝
居
の
選
書
を
し

て
い
ま
す
。

　

第
２
、
３
、
４
、
５
火
曜
日
は
、

お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー
で　

時
か
ら
約

１１

　

分
間
手
遊
び
歌
、
そ
れ
ぞ
れ
の
季

２０節
に
合
わ
せ
た
今
月
の
歌
を
交
え
て

絵
本
２
冊
と
紙
芝
居
を
読
ん
で
い
ま

す
。

　

そ
の
他
に
は
、
隔
月
第
３
土
曜
日

で
幼
稚
園
児
、
小
学
生
を
対
象
に
し

た
お
話
と
、
身
近
な
材
料
を
使
っ
た

簡
単
に
で
き
る
工
作
を
子
ど
も
達
と

一
緒
に
作
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
友
沼
小
で
年
４
回
全
学

年
に
、
佐
川
野
小
で
年
５
回
一
部
の

学
年
に
よ
み
き
か
せ
を
し
て
い
ま
す
。

　

毎
週
火
曜
日
の
お
話
会
は
、
０
～

３
歳
位
の
子
ど
も
達
で
、
絵
本
で

「
こ
れ
は
何
？
」
と
問
い
か
け
る
と

前
に
出
て
指
を
差
し
た
り
、
答
え
て

く
れ
た
り
し
ま
す
。
手
遊
び
歌
の
時

は
、
親
子
で
一
緒
に
な
っ
て
歌
っ
た

り
踊
っ
た
り
と
楽
し
ん
で
く
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

「
自
分
で
絵
本
や
紙
芝
居
を
選
ぶ

の
に
迷
っ
た
り
、
選
書
の
際
に
メ
ン

バ
ー
同
士
で
色
々
な
意
見
が
で
て
、

大
変
な
面
も
あ
り
ま
す
が
、
私
達
は
、

子
ど
も
達
に
本
の
楽
し
さ
を
伝
え
、

本
を
通
し
て
心

豊
か
に
育
っ
て

く
れ
る
よ
う
願

い
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
も
、
こ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
続
け

て
行
き
た
い
」

と『
ピ
ノ
キ
オ
』の
皆
さ
ん
は
話
し
て

い
ま
し
た
。

としょかん

(２３)

 
シ
リ
ー
ズ 

キ
ラ
リ
と
光
る
読
書
の
ま
ち
野
木
宣
言



新
橋
児
童
館

問
撒（　

）９
１
５
５

５７

　

月
の
休
館
日

１１３
日（
月
）、
５
日（
水
）、　

日（
日
）、　

日（
月
）

２３

２４

興
親
子
で
３
Ｂ
体
操

　
《
ボ
ー
ル
》《
ベ
ル
》《
ベ
ル
ダ
ー
》

を
使
っ
て
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
操
し

ま
す
。
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
く

体
を
動
か
し
ま
せ
ん
か
？

　日
 
　

月　

日（
月
）

１１

１０

　
　

時　

分
～　

時　

分

１０

３０

１１

３０

　対
 

幼
児
と
保
護
者

　定
 
　

組
程
度

２０
　￥
 

無
料

　申
 
　

月
９
日（
金
）ま
で
。

１１

　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
電
話
可
）

興
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

お
子
さ
ま
と
の
楽
し
い
ふ
れ
あ
い

の
時
間
で
す
。
人
気
イ
ベ
ン
ト
の
た

め
お
早
め
の
お
申
し
込
み
を
…
。

　日
 
　

月　

日（
金
）

１１

２８

　
　

時　

分
～　

時　

分

１０

３０

１１

３０

　対
 
　

か
月
ま
で
の
親
子

１２

　定
 
　

組
２０

　￥
 

無
料

　申
 
　

月
６
日（
木
）～
（
電
話
可
）

１１

興
楽
し
い
工
作
教
室

　

秋
の
実
を
使
っ
て
可
愛
い
リ
ー
ス

を
作
り
ま
す
。
秋
の
実
で
オ
リ
ジ
ナ

ル
リ
ー
ス
を
一
緒
に
作
ろ
う
。

　日
 
　

月　

日（
金
）～　

日

１１

１４

２０

　
　

時
～　

時

１４

１７

　対
 

全
利
用
者

　￥
 

無
料

　申
 

当
日
直
接
児
童
館
へ
。

興
す
く
す
く
タ
イ
ム

　

成
長
日
記
を
作
る
記
録
日
で
す
。

お
子
様
の
「
今
」
を
記
録
し
て
３
月

に
素
敵
な
成
長
日
記
に
し
ま
し
ょ
う
。

　日
 
　

月　

日（
水
）

１１

１９

　

①　

時　

分
～　

時

１０

３０

１１

　

②　

時
～　

時　

分

１１

１１

３０

　

③　

時　

分
～　

時

１１

３０

１２

　対
 

幼
児
と
保
護
者

　￥
 

無
料

　申
 
　

月
５
日（
水
）～
受
付
開
始

１１

　

右
記
の
時
間
で
予
約
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
電
話
可
）

興
１
２
０
％
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

自
分
の
限
界
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
今

回
は
《
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
》
ス
ポ
ー
ツ

の
秋
を
児
童
館
で
楽
し
も
う
。

　日
 
　

月　

日（
土
）～　

日（
日
）

１１

２２

２３

　
　

時
～　

時

１４

１５

　対
 

小
学
生
以
上

　￥
 

無
料

　申
 

当
日
直
接
児
童
館
へ
。

興
け
ん
玉
検
定

　

け
ん
玉
検
定
表
に
添
っ
て
検
定
を

し
ま
す
。
先
生
た
ち
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
ま
す
。
一
緒
に
楽
し
も
う
。

　日
 
　

月　

日（
火
）～　

日（
土
）

１１

２５

２９

《
平
日
》　

時
～　

時

１６

１７

《
土
曜
・
日
曜
》　

時
～　

時

１４

１５

　対
 

小
学
生
以
上

　￥
 

無
料

　申
 

当
日
直
接
児
童
館
へ
。

興
思
い
デ
コ

　

ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
キ
ン
グ
を
行
い

ま
す
。
毎
回
大
人
気
で
す
。
お
早
め

に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　日
 
　

月
５
日（
金
）　

時
～　

時

１２

１０

１２

　対
 

幼
児
と
保
護
者

　定
 

各
回　

組
程
度

２０

　￥
 

１
人
５
０
０
円

　申
 
　

月　

日（
月
）～
受
付
開
始
。

１１

１０

　

代
金
を
添
え
て
児
童
館
ま
で
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
電
話
不
可
）

興
ハ
ッ
ピ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ

　

今
月
の
ク
ッ
キ
ン
グ
は
・
・
・

ク
リ
ス
マ
ス
ま
で
待
て
な
い
『
キ
ュ

ー
ト
な
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
』
で
す
。

　日
 
　

月
６
日（
土
）

１２

　
（
幼
児
対
象
）　

時　

分
～　

時

１０

３０

１２

　
（
小
学
生
対
象
）　

時
～　

時　

分

１４

１５

３０

　対
 

午
前
と
午
後
で
分
か
れ
て
い
ま
す

　

が
、
兄
弟
の
場
合
は
こ
の
限
り
で

　

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　￥
 

１
人
１
０
０
円

　申
 
　

月
６
日（
木
）～

１１

　
　

月　

日（
日
）ま
で
。

１１

３０

　

参
加
料
を
添
え
て
児
童
館
ま
で
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
電
話
不
可
）

興
よ
ち
よ
ち
ぐ
み

　日
 
　

月　

日（
水
）絵
本
講
演
会

１１

１２

　
　
　
　

日（
水
）お
誕
生
日
会

２６

　
　

時　

分
～　

時　

分
ま
で

１０

３０

１１

１５

　対
 

０
歳
～
１
歳
６
か
月
の
親
子

　￥
 

無
料

　申
 

当
日
直
接
児
童
館
へ

興
ひ
よ
こ
ぐ
み
・
ち
ゅ
ー
り
っ
ぷ
ぐ
み

ひ
よ
こ
ぐ
み（
火
曜
日
）

　
　

月
４
日
・　

日
・　

日
・

１１

１８

２５

　
　

日（
お
誕
生
日
会
）

１１
ち
ゅ
ー
り
っ
ぷ
ぐ
み（
木
曜
日
）

　
　

月
６
日
・　

日
・　

日
・

１１

２０

２７

　
　

日（
お
誕
生
日
会
）

１３
ど
ち
ら
も　

時　

分
～　

時　

分

１０

３０

１１

３０

　対
 

幼
児
と
保
護
者

　￥
 

無
料

　申
 

当
日
直
接
児
童
館
へ

こどもひろば

記号の見方　　日 …日時　　所 …場所　　容 …内容　　対 …対象者　　定 …定員　　￥ …費用　　申 …申込 (２４)

こ
ど
も
ひ
ろ
ば



あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

問
撒（　

）１
４
４
０

５4

興
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室

　
今
年
度
最
後
の
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室
で

す
。
元
気
な
お
友
だ
ち
、
参
加
し
て
ね
。

　日
 
　

月
９
日（
日
）・　

日（
日
）

１１

１６

　
　

時　

分
～　

時　

分

１０

３０

１１

３０

　対
 

小
学
生　

※
両
日
参
加
で
き
る
人

　定
 
　

名
１０

　￥
 

無
料

　申
 
　

月
８
日（
土
）ま
で
に
児
童
セ
ン

１１

　

タ
ー
へ
（
電
話
可
）

興
乳
幼
児
教
室
ぴ
よ
ぴ
よ
組

　

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
や
楽
器
作
り
、
ボ

ー
ル
遊
び
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　日
 
　

月　

日
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

１１

１１

　
　

月　

日
シ
ャ
カ
シ
ャ
カ
マ
ラ
カ
ス

１１

１８

　
　

月　

日
コ
ロ
コ
ロ
ボ
ー
リ
ン
グ

１１

２５

　
　

時　

分
～　

時　

分（
全
火
曜
日
）

１０

３０

１１

３０

　対
 

０
歳
～
１
歳
未
満
の
親
子

　定
 
　

組
２０

　￥
 

無
料

　申
 

当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

興
乳
幼
児
教
室
う
さ
ぎ
組

　

食
育
教
室
で
は
、お
子
さ
ん
に
安
心

安
全
な
食
材
の
試
食
会
も
あ
り
ま
す
。

　日
 
　

月　

日
レ
ッ
ツ
！
リ
ト
ミ
ッ
ク

１１

１２

　
　

月　

日
食
育
室

１１

１９

　
　

月　

日
マ
マ
と
お
部
屋
飾
り

１１

２６

　
　

時　

分
～　

時　

分（
全
水
曜
日
）

１０

３０

１１

３０

　対
 

１
歳
～
就
学
前
の
親
子

　定
 
　

組
２０

　￥
 

無
料

　申
 

当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

興
マ
マ
の
ほ
っ
こ
り
タ
イ
ム

　
マ
マ
も
お
子
さ
ん
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
♥

※
ど
ち
ら
か
の
み
の
参
加
と
な
り
ま
す
。

☆
ス
マ
イ
ル
タ
ッ
チ
ケ
ア

　日
 
　

月　

日（
木
）　

時　

分
～　

時　

分

１１

１３

１０

３０

１１

３０

　対
 

乳
幼
児
の
親
子

　定
 

６
組

　￥
 

無
料

　申
 
　

月　

日（
水
）ま
で
に
児
童
セ
ン

１１

１２

　

タ
ー
へ（
電
話
可
）

☆
フ
ェ
イ
ス
マ
ッ
サ
ー
ジ

　日
 
　

月　

日（
木
）

１１

２０

　
　

時　

分
～　

時　

分

１０

３０

１１

３０

　対
 

乳
幼
児
の
親
子

　定
 

６
組

　￥
 

無
料

　申
 
　

月　

日（
水
）ま
で
に
児
童
セ
ン

１１

１９

　

タ
ー
へ（
電
話
可
）

興
お
は
な
し
ラ
ン
ド
ス
ペ
シ
ャ
ル

　

人
形
劇
『
魔
法
使
い
の
鏡
』

ど
ん
な
お
話
か
な
？
今
月
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
さ
ん
に
よ
る
、
楽
し
い
ス
ペ

シ
ャ
ル
版
で
す
。
ぜ
ひ
見
に
き
て
ね
。

　日
 
　

月　

日（
金
）　

時　

分
～　

時　

分

１１

１４

１０

３０

１１

３０

　対
 

２
歳
～
就
学
前
の
親
子

　定
 
　

組
２０

　￥
 

無
料

　申
 

当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

興
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

　
ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
、
目
の
離
せ
な

い
シ
ョ
ー
タ
イ
ム
の
は
じ
ま
り
で
す
！

　日
 
　

月　

日（
土
）　

時　

分
～　

時　

分

１１

１５

１０

３０

１１

３０

　対
 

全
利
用
者

　￥
 

無
料

　申
 

当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

興
お
誕
生
会

　

ハ
ッ
ピ
ー
・
バ
ー
ス
デ
ー
♪

　
　

月
・　

月
生
ま
れ
の
お
友
だ
ち

１０

１１

の
お
誕
生
会
で
す
。

　日
 
　

月　

日（
金
）　

時
～　

時　

分

１１

２１

１０

１１

３０

　対
 

１
歳
～
就
学
前
の
誕
生
児
の
親
子

　定
 
　

組
２０

　￥
 

無
料

　申
 

当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

興
マ
マ
と
一
緒
に Enjoy

English

　

か
ら
だ
を
動
か
し
な
が
ら
、
親
子

で
英
語
に
親
し
み
ま
し
ょ
う
。

　日
 
　

月　

日（
木
）　

時　

分
～　

時　

分

１１

２７

１０

３０

１１

３０

　対
 

２
歳
～
就
学
前
の
親
子

　定
 
　

組
２０

　￥
 

無
料

　申
 

当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ 

興
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

　

力
い
っ
ぱ
い
ボ
ー
ル
を
投
げ
て
、

い
い
汗
流
そ
う
！　

　日
 
　

月　

日（
土
）　

時
～　

時

１１

２９

１４

１５

　対
 

小
学
生
～
高
校
生

　定
 
　

名
２０

　￥
 

無
料

　申
 

当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

興
交
通
安
全
教
室

　

交
通
安
全
教
育
車
、
マ
ロ
ニ
エ
号

が
や
っ
て
来
ま
す
。
人
形
を
使
っ
た

腹
話
術
で
、
み
ん
な
楽
し
く
学
ぼ
う

ね
！

　日
 
　

月
５
日（
金
）　

時　

分
～　

時　

分

１２

１０

３０

１１

３０

　対
 

２
歳
～
就
学
前
の
親
子

　定
 
　

組
２０

　￥
 

無
料

　申
 

当
日
直
接
セ
ン
タ
ー
へ

要
予
約
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
本

人
又
は
家
族
の
分
の
み
の
申
込
み
と

な
り
ま
す
。

こどもひろば

(２５)



　
町の封筒に広告を載せませんか？

問  ○総務課　　　撒（５７）４１１９
○こども教育課撒（５７）４１８２

　長３封筒裏面　枠サイズ縦３㎝×横１０㎝程度、
　最大４枠、１色刷り
　【有料掲載の場合】単価 ３円(１枠あたり１枚につき)
　　　　　　　　　  数量 町　　　　　５０,０００通
　　　　　　　　　          教育委員会　１５,０００通

　町と町教育委員会では、公用封筒に掲載する有料広告
または広告入り封筒の寄附を募集しています。

※審査の結果、掲載できないことがあります。
※詳しいことは、お問い合わせください（町ホームページ
　でご覧になることもできます）。

問い合わせ先相談員内容・対象場　所日　時名　称

幼児ことばの

教室

撒（５７）４１８９

言語聴覚士
ことばの発育で気

になる事など

幼児ことばの教室

（町武道館裏）

（窓口：こども教育課）

月～金曜日（祝日を除く）
 ９時３０分～１２時
１３時～１７時

幼児ことば

の 教 室

こども教育課

撒（５７）４１６７
相談員

児童生徒・保護者
の方の悩み、教育
に関する相談

町こども教育課
月～金曜日（祝日を除く）
 ９時～１２時
１３時～１７時

教 育 相 談

あすなろ教育相談室

撒（５７）４１８９
相談員

不登校に関する相

談

あすなろ教育相談室

（町武道館裏）

月～金曜日（祝日を除く）
 ９時～１２時
１３時～１５時

あ す な ろ

教育相談室

法テラス栃木
撒０５０３３８３－５３９５相談員法的な困りごと

法テラス栃木
（サポートダイヤル）
撒０５７０－０７８３７４

月～金曜日
 ９時～１２時
１３時～１６時

法テラス栃木

司法書士会

撒０２８（６１４）１１２２
司法書士

不動産関係、会社関

連、裁判所手続関連、

成年後見関連の相談、

供託、消費者金融会

社等の借金整理

【小山会場】
小山商工会議所
１階談話室
【電話相談】
撒０２８（６５１）５００８

【小山会場】
　毎月第３土曜日（要予約）
　１０時～１５時
【電話相談】
　毎週土曜日
　１０時～１５時

栃木県司法書士会

総合相談センター

小山労政事務所

撒０２８５（２２）４０３２
産業カウンセラー

職場でストレスやメ
ンタルヘルス不調を
抱えている方、その
ご家族や上司・同僚
の方からの相談

小山労政事務所
県庁小山庁舎３階

毎月第４金曜日　
１３時３０分
　～１６時３０分

働く人のメンタル

ヘルス相談

行政書士会

撒０２８(６３５)１４１１
行政書士

成年後見・相続・遺

言・契約書・許認可

電話相談

撒０２８（６３８）０９１９

月～金曜日（祝日を除く）

 ９時～１７時

行政書士電話

相談センター

宇都宮地方法務局

撒０５７０(００３)１１０
相談員

近隣間のトラブル、
高齢者に対する虐待、
障がい者に対する差
別や偏見などの相談

電話相談

撒０５７０（００３）１１０

（全国共通）

平日
 ８時３０分
　～１７時１５分

み ん な の

人権１１０番

宇都宮地方法務局

撒０５７０(００３)１１０
相談員

夫・パートナーから
の暴力やストーカ
ー行為、女性に対す
る差別など、女性を
めぐる様々な相談

電話相談

撒０５７０（０７０）８１０

（全国共通）

平日８時３０分～１７時１５分

（１１月１７日（月）～２３日（日）は

強化週間として８時３０分１９

時まで）

（※週間中の土日は１０時～１７時）

女性の人権

ホットライン

町民生活部生活環境課

撒（５７）４１５４
町職員

配偶者・パートナー
からの身体的、精
神的、性的などの
暴力に対する相談

町生活環境課

月～金曜日（祝日を除く）

 ８時３０分

　～１７時１５分

DV相談

宇都宮地方法務局

撒０５７０(００３)１１０
相談員

「いじめ」、虐待な
ど、子どもの人権
問題に関する相談

電話相談

撒０１２０（００７）１１０

（全国共通）

平日

 ８時３０分

　～１７時１５分

子ども人権

　　１１０番

こども教育課

撒（５７）４１３８
町職員
相談員

児童虐待について
の相談・通告

町公民館内こども教育課
撒０２８０（５７）４１３８
（休日・夜間）
児童虐待緊急ダイヤル
撒０２８（６６５）３６７７

月～金曜日（祝日、年末年始を除く）

 ８時３０分

　～１７時１５分

児童虐待相談

栃木いのちの
電話事務局

撒０２８（６２２）７９７０
相談員自殺予防相談

電話相談

撒０１２０（７３８）５５６

毎月１０日 ８時

　　～１１日 ８時

フリーダイヤル
「自殺予防
　いのちの電話」

一般社団法人社会的包
摂サポートセンター
死admin@２７９３３８.jp

相談員
生活の困窮、心の悩み、
暴力被害、仕事、自殺
念慮などの幅広い悩み

電話相談

撒０１２０（２７９）３３８
２４時間いつでも

よりそい

ホットライン

（社）日本産業カ

ウンセラー協会

撒０３(５４０８)８６５１

相談員

働く人のメンタルヘ
ルス・ポータルサイト
心の健康確保と自
殺や過労死の予防

インターネットでの相談

http://kokoro.mhlw.go.jp/２４時間いつでもこころの耳

(２６)

※年末年始・お盆などは、お休みの場合もありますので、事前に各問い合わせ先へご確認ください。



 相談コーナー
問い合わせ先相談員内容・対象場　所日　時名　称

町社会福祉協議会

撒（５７）３１００

民生児童委員
保護司
人権擁護委員

日頃の悩みなど日

常生活について

町老人福祉センター

（ホープ館）

１１月５日（水）・１９日（水）
 １０時～１２時

心配ごと相談

町民生活部生活環境課

撒（５７）４１３２

人権擁護委員

行政相談委員

人権侵害の悩みや
役所などが行って
いる仕事に対する
疑問や相談

町老人福祉センター

（ホープ館）

１１月 １２日（水）

 ９時～１２時

人権・行政

合 同 相 談

新橋児童館

撒（５７）９１５５
子育てサロン相談員子育てについて新橋児童館

１１月１７日（月）

１０時～１２時

子育てサロン
あかつか児童センター

撒（５４）１４４０

センター職員

子育てサロン相談員
子育てについてあかつか児童センター

１１月１０日（月）・１７日（月）

 １０時～１２時

町社会福祉協議会

撒（５７）３１００
保健師

健康管理や健康指

導について

町老人福祉センター

（ホープ館）

１１月２１日（金）

９時３０分～１１時３０分
健 康 相 談

行政書士会小山支部
撒０２８５（３２）３０９０

行政書士

相続や遺言、農地転
用、開発行為など
・予約制
・随時受付先着４名

町老人福祉センター

（ホープ館）

１１月２６日（水）

 １０時～１２時

行 政 書 士

専 門 相 談

土地家屋調査士
撒０２８５（４５）８６３６
司法書士
撒０２８５（４４）４９１７
行政書士
撒０２８５（３２）３０９０

・土地家屋調査士

・司法書士

・行政書士

・土地境界確定等

・不動産の登記等

・相続に関すること等

道の駅　思川

小山評定館

(コミュニティ施設)

１１月３日(月)

１０時～１５時

（受付）１４時３０分まで

※予約不要

法の日合同

無料相談会

野木町地域包括

支援センター

撒（５７）２４００

保健師

社会福祉士

介護支援専門員

高齢者についての

介護相談・総合的

な相談

友沼５８４０－７

町老人福祉センター

（ホープ館）

月～金曜日
　８時３０分
　～１７時１５分
（緊急時は上記以外でも）

野木町地域包括

支援センター

ライフサポート
センターゆめ
撒（３３）３６２４

相談支援専門員
障がいのある方、発達
に障がいのあるお子さ
んとそのご家族など

丸林６３０－４

グランツブリーゼ

月～土曜日
８時３０分
　～１７時３０分

ライフサポート

センターゆめ

みらい
撒（５７）２６７３

相談支援専門員
障がいのある方、発達
に障がいのあるお子さ
んとそのご家族など

丸林３７１－１２
月～金曜日
１０時～１７時

み ら い

町民生活部健康福祉課
撒（５７）４１７１保健師・栄養士健康・子育てにつ

いて町保健センター毎週水曜日
（受付）９時３０分～１１時 

健康・育児
相 談

町ボランティア支援
センター（きらり館）
撒（２３）１２３１

コーディネーター
ボランティアにつ
いて

町ボランティア
支援センター
（きらり館）

火～日曜日

９時～１８時

ボランティア

相 談

町民生活部健康福祉課
撒（５７）４１９６町職員

障がい者の虐待に
ついての相談・通
報

○来所
　町保健センター
○電話相談
　（平日）（５７）４１９６
　(休日・夜間)
　０９０（３２４６）２２６０

（来所）月～金曜日
　　   （祝日を除く） 
　　　 ８時３０分
　　　　～１７時１５分
（電話）随時

野 木 町 障 が
い 者 虐 待 防
止 セ ン タ ー

町消費生活センター

撒(２３)１３３３
相談員

契約や取引に関する
消費者トラブル

町産業課内

消費生活センター

平日
　９時～１２時
　１３時～１６時

消費生活相談

道しるべ
撒（５５）００４９専門相談員

相続、遺言、成年後見、
離婚、母子家庭、起業
（会社設立）、葬儀、墓
地、外国人のビザなど

友沼４６９０ー１
（出張）応相談

（電話）毎日
　８時～２２時
（来所）毎日【要予約】
　９時～２０時

道  し  る  べ

町民生活部健康福祉課
撒（５７）４１９６カウンセラーメンタルヘルス相談町保健センター

１１月２９日（土）
１０時～１２時
（要事前予約）

こ こ ろ の
相 談

(２７)



ゆ～らんど（野木町健康センター）　お知らせ
★毎週土曜日に農産物直売・毎週日曜日に菓子パンなどの販売をしています。
　出品者の募集も行っていますのでお問い合わせください。
★日本矯体療術師協会指導者“日向野トシ先生”による手技療法治療を実施します。（毎週金曜日）
★“平日 木・金曜日”多目的ホールを子どもたちの遊具を設置した親子室として無料開放しております。
　※ゆ～らんどに入館する際に別途入場料が必要になります。
★馬場純子先生による‘やさしいヨガ教室’を開催しております。（毎週月曜日、午前１０時３０分～１１時３０分）
★のぎ健康院による骨盤矯正施術を実施します。（毎週水曜日）
★優しい甘さ・どこか懐かしい、ゆ～らんどオリジナル‘ゆ～らんど饅頭’好評発売中です。
★平日おべんとう・お惣菜の販売をしています。（ダイニングでめきん午前１１時 ３ ０ 分～午後１時 ３ ０ 分・午後５時 ３ ０ 分～７時）
★1１月のお風呂　温泉…（男女露天風呂）８日（土）・９日（日）・２２日（土）・２３日（日）《西那須野温泉大鷹の湯》
★ゆ～らんどｗｉｎｔｅｒイルミネーションのお知らせ…今年も冬空を彩るイルミネーションを実施いたします。
★開館時間午前10時～午後８時　酒類の持ち込み禁止　
○都合により、変更、臨時休館になる場合がございます。詳しくはお問い合わせください。

　　

古
河
市

算
第
９
回
古
河
菊
ま
つ
り

　

さ
ま
ざ
ま
な
菊
花
を
展
示
し
ま
す
。
菊
の

即
売
会
の
他
に
菊
の
天
ぷ
ら
や
古
河
の
逸
品

の
販
売
も
行
わ
れ
ま
す
。

期　

間　
　

月　

日（
日
・
祝
）ま
で

１１

２３

　
　
　
　

９
時
～　

時
１６

場　

所　

古
河
市
ネ
ー
ブ
ル
パ
ー
ク

　
　
　
　

（
古
河
市
駒
羽
根
６
２
０
）

※
開
園
日
・
閉
園
日
お
よ
び
日
曜
日
・
祝
日

　

に
は
、
菊
む
す
め
が
会
場
で
お
待
ち
し
て

　

い
ま
す
。

※
ポ
ニ
ー
牧
場
も
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。

※
駐
車
場
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

　

乗
り
合
わ
せ
等
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問　

観
光
交
流
課
撒
０
２
８
０（　

）３
１
１
１

９２

加
須
市

算
第
４
回
童
謡
の
ふ
る
里

　
　
　
　
　

お
お
と
ね
市
民
ま
つ
り

　

【
農
業
・
商
工
・
健
康
ま
つ
り
】

と　

き　
　

月　

日（
日
）

１１

２３

　
　
　
　
　

時
～　

時

１０

１５

　
　
　
　

※
雨
天
決
行（
一
部
変
更
あ
り
）

と
こ
ろ　

大
利
根
運
動
公
園（
自
由
広
場
）・

　
　
　
　

大
利
根
保
健
セ
ン
タ
ー

内　

容　

農
産
物
即
売
・
品
評
会
、
模
擬
店
、

　
　
　
　

お
楽
し
み
抽
選
会
、
血
液
さ
ら
さ

　
　
　
　

ら
度
測
定（
予
約
者
の
み
）な
ど

問　

大
利
根
総
合
支
所
環
境
経
済
課

撒
０
４
８
０（　

）１
３
１
９

７２

三
国
サ
ミ
ッ
ト
情
報

三
国
サ
ミ
ッ
ト
情
報

　

　住所　野木町南赤塚１５１４
　電話　０ ２ ８ ０ － ５ ７－ ０ ７ ５ ５
　指定管理者　宮ビルサービス（株）
　休館日　火曜日

(２８)



「道路ふれあい月間」美化活動、ご協力ありがとうございました

　８月の「道路ふれあい月間」に合わせ、区・自治会のご協力のも
と、町内全域においてゴミ拾い、路肩の除草、小枝切り等の美化
活動が実施されました。
　猛暑の中、町内全域で５，５９４名の町民のみなさんにご参加いた
だき、道路をきれいにすることができました。
　ご協力いただき、ありがとうございました。

　　作業実績は次のとおりです。 
　☆草刈り、小枝切り作業総延　１６５，４４８ｍ 
　☆回収した草、ゴミ　６，８５０㎏

　道路はみんなのものです。みんなが気持ちよく使える
ようこれからもご協力をお願いします。
　また事故等を未然に防ぐため、道路や側溝の破損等に
お気づきの場合は、すぐにご連絡ください。
問産業建設部都市整備課撒（５７）４１５５

秋の小学校運動会

投
稿 

 

夏
休
み
早
起
き
親
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室 

（
ボ
ー
ル
と
遊
ぼ
う
） 

野
木
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

　

７
月　

日
～
８
月　

日
の
各
週
土

２６

３０

曜
日（
計
６
回
）、
野
木
町
在
住
の
小

学
生
と
そ
の
親
子
を
対
象
に「
夏
休

み
早
起
き
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室（
ボ

ー
ル
と
遊
ぼ
う
）」を
野
木
町
総
合
運

動
公
園
に
て
開
催
致
し
ま
し
た
。
早

朝
７
時
～
９
時
の
涼
し
い
時
間
帯
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、　

名
も
の
多
数

２１

の
ご
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

　

来
年
度
か
ら
野
木
町
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
連
盟
で
は
「
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」

を
設
立
す
る

予
定
で
す
。

た
く
さ
ん
の

子
供
達
に
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス

の
魅
力
を
伝

え
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て

子
供
達
の
成

長
に
繋
が
れ

ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
多
く
の
方
の
ご
支
援

な
ら
び
に
ご
声
援
の
程
、
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　友沼小学校 　佐川野小学校 　新橋小学校

トピックス ～町の話題・投稿～

(２９)



決算報告

一般会計

平成２５年度

　

９
月
に
開
か
れ
た
、
町
議
会
定
例
会
で
、
平
成　

年
度
の
各
会
計

２５

の
決
算
が
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
が　

億
３
１
７
２
万
９
９
６
３
円
、

７３

歳
出
が　

億
６
１
５
０
万
７
８
８
３
円
と
な
り
、
歳
入
歳
出
差
引
額

７０

は
２
億
７
０
２
２
万
２
０
８
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
１
億
２
１
０
０
万
円
を
財
政
調
整
基
金
に
繰
り
入
れ
し
、

１
億
４
９
２
２
万
２
０
８
０
円
が
翌
年
度
へ
繰
り
越
さ
れ
ま
し
た
。

一般会計決算額の推移

歳入 歳出
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億
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万
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億
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5
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万
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64
億
3
2
6
8
万
円

70
億
2
9
9
7
万
円

66
億
2
3
7
7
万
円

73
億
3
1
7
3
万
円

70
億
6
1
5
1
万
円

主な事業の決算

毅小山広域保健衛生組合負担金 …… ６億１,４３３万円

毅児童手当給付事業 ………………… ３億８,３９８万円

毅自立支援給付事業 ………………… ３億４,２２３万円

毅町煉瓦窯改修事業 ………………… ２億９,２１４万円

毅委託保育所運営事業 ……………… ２億５,５４８万円

毅介護保険特別会計繰出金 ………… ２億４,４１９万円

毅公共下水道事業特別会計繰出金 … ２億３,５１３万円

毅常備消防事務委託 ………………… ２億３,３３０万円

毅役場本館耐震補強事業 …………… １億２,８１１万円

毅道路新設改良事業 ………………  １億２,０３４万円

毅国民健康保険特別会計繰出金 … 　１億１,３４０万円

(※２）その他
9,141万円（1.2％）
●　利子割交付金
●　自動車取得税交付金
●　地方特例交付金　他

(※２）その他
9,141万円（1.2％）
●　利子割交付金
●　自動車取得税交付金
●　地方特例交付金　他

(※２）その他
9,141万円（1.2％）
●　利子割交付金
●　自動車取得税交付金
●　地方特例交付金　他

(※１）その他(※１）その他
2億596万円（2.8％）2億596万円（2.8％）
●　分担金及び負担金分担金及び負担金
●　使用料及び手数料使用料及び手数料
●　財産収入財産収入
●　諸収入諸収入
●　寄附金寄附金

(※１）その他
2億596万円（2.8％）
●　分担金及び負担金
●　使用料及び手数料
●　財産収入
●　諸収入
●　寄附金

(※１）その他
2億596万円（2.8％）
●　分担金及び負担金
●　使用料及び手数料
●　財産収入
●　諸収入
●　寄附金

依依依

存存存
財財財
源源源（39.4％）（39.4％）（39.4％）

（
60.6％

）

（
60.6％

）

（
60.6％

）

（
60.6％

）

自自自

主主主 財財財
源源源

地
方
交
付
税

6億
725万

円
(8.3%

)
地
方
交
付
税

6億
725万

円
(8.3%

)
地
方
交
付
税

6億
725万

円
(8.3%

)町
債

5億
9,
74
0万
円

(8
.1
%
)

町
債

5億
9,
74
0万
円

(8
.1
%
)

町
債

5億
9,
74
0万
円

(8
.1
%
)

地方消費税交付金
2億1,526万円(2.9%)
地方消費税交付金
2億1,526万円(2.9%)
地方消費税交付金
2億1,526万円(2.9%)

県支
出金

4億
7,4
11
万
円

(6
.5%
)

県支
出金

4億
7,4
11
万
円

(6
.5%
)

県支
出金

4億
7,4
11
万
円

(6
.5%
)

国庫支出金
8億363万円
 (11.0%)

国庫支出金
8億363万円
 (11.0%)

国庫支出金
8億363万円
 (11.0%)

その他その他
2億918万円2億918万円
（5.8％）（5.8％）
● 町たばこ税町たばこ税
● 軽自動車税軽自動車税

その他
2億918万円
（5.8％）
● 町たばこ税
● 軽自動車税

その他
2億918万円
（5.8％）
● 町たばこ税
● 軽自動車税

    　　　　　　
　　

　
　
　
　
　
　
　
　

 町税
　36

億2,407万円（49.4％
）

　
　
　
町

　民
　税
　　　

　　　　　固定資産税

17
億
6,
61

9万
円（
48.7％

） 16億4,870万円（
45.5％

）

地方譲与税
1億134万円(1.4%)
地方譲与税
1億134万円(1.4%)
地方譲与税
1億134万円(1.4%)

歳 入
73億3,173万円

繰入金
4億747万円(5.6%)
繰入金
4億747万円(5.6%)
繰入金
4億747万円(5.6%)

(※１)
(※１)
(※１)(※２)
(※２)
(※２)

繰越金
2億383万円(2.8%)
繰越金
2億383万円(2.8%)
繰越金
2億383万円(2.8%)

25年度中に

　入ってきたお金

(３０)



公債現在高  
増減率（％）金　　　額事  業  債  名

１ ２ . ８４ ９ 億 ４ , ０ ５ ９ 万円一般会計事業債

△５ . ４４ 億　 ６ ８ ７ 万円農業集落排水事業債

０ . １４ ２ 億 ８ , ５ ３ ４ 万円下水道事業債

△４ . ３１ ０ 億 ２ , ７ ５ ７ 万円水 道 事 業 債

△６ ０ . ６３ , ５ ０ ０ 万円町営墓地事業債

３ . ６１ ０ ５ 億 ８ , ８ ２ ７ 万円合　　　計

※増減率は前年同月の額との比較

25年度中に

　つかったお金

商工費商工費
6,488万円6,488万円
（0.9％）（0.9％）

商工費
6,488万円
（0.9％）

商工費
6,488万円
（0.9％）

農林水産業費農林水産業費
2億3,214万円2億3,214万円
（3.3％）（3.3％）

農林水産業費
2億3,214万円
（3.3％）

農林水産業費
2億3,214万円
（3.3％）

土木費
6億3,296万円
（9.0％）

民生費
20億2,849万円
（28.7％）

総務費
11億8,417万円
（16.8％）

消防費消防費
2億2億7,676万円万円
（3.9％）（3.9％）

消防費
2億7,676万円
（3.9％）

消防費
2億7,676万円
（3.9％）

公債費公債費
4億2,635万円4億2,635万円
（6.0％）（6.0％）

公債費
4億2,635万円
（6.0％）

公債費
4億2,635万円
（6.0％）

教育費
11億6,265万円
（16.5％）

議会費議会費
1億1,453万円1億1,453万円
（1.6％）（1.6％）

議会費
1億1,453万円
（1.6％）

議会費
1億1,453万円
（1.6％）

衛生費
9億3,858万円
（13.3％）歳 出

70億6,151万円

財産現在高
建物（釈）土地（釈）区　　　　　　分

５ , １ ７ ７ . ０ ９２ ４ , ３ ０ ６ . ９ ４本 庁 舎

１ , ０ ４ ２ . １ ２３ , ２ ８ ９ . ５ ２警察（消防）施設その他の

公共施設 ４ ５ ８ . ５ ４４ , ８ ８ ９ . ７ ０その他の施設

４ ７ , ２ ７ ４ . ９ ８２ １ ３ , ６ ３ ６ . ２ ８学 校

公 共 用

財 産

４ ９ ８ . ３ ６２ , ０ ８ ４ . ０ ０公 営 住 宅

４ ２ ７ . ３ ７２ ５ ９ , ５ ３ ４ . ６ ３公 園

２ ０ , ２ ６ ０ . ５ ３３ ２ ２ , ４ ５ ２ . ４ ０その他の施設

７ ７ ２ . ２ ４９ ３ , ７ ２ ４ . ６ ８山 林 ・ そ の 他

７ ５ , ９ １ １ . ２ ３９ ２ ３ , ９ １ ８ . １ ５合　　　　　　計

１人当たりに

使われたお金

１人当たりが

負担した町税

民生費

７ ８ , １ ４ ８ 円

町民税

６ ８ , ０ ４ ３ 円

教育費

４ ４ , ７ ９ １ 円

固定資産税

６ ３ , ５ １ ７ 円

土木費

２ ４ , ３ ８ ５ 円

町たばこ税

６ , ５ １ １ 円

総務費・衛生費・公債費他

１ ２ ４ , ７ ２ ２ 円

軽自動車税

１ , ５ ４ ８ 円

平成 ２ ６ 年３月 ３ １ 日住基人口 ２ ５ , ９ ５ ７ 人より計算

基金現在高
増減率（％）金　　額基　　　金　　　名

△ ８ . ８１ ３ 億 ９ , ７ ５ ６ 万円財政調整基金

△ ２ ０ . １１ 億 ９ , ８ ８ ０ 万円公共施設整備基金

０ . ３３ 億 ３ , ７ １ ８ 万円義務教育施設整備基金

０ . ０２ 億 １ , ３ １ １ 万円減債基金

０ . ０１ 億 　３ ４ ６ 万円まちづくり基金

１ . ０１ , ０ ２ ９ 万円災害基金

０ . ０２ 億 ２ , ６ ４ ３ 万円地域福祉基金

０ . ０２ 億 ７ , ９ ９ ０ 万円土地開発基金

１ ４ ４ . ２３ , ０ ６ ９ 万円介護保険給付費準備基金

△５ ２ . １３ ５ １ 万円重要文化財野木町煉瓦窯保存基金

０ . ０２ ０ ０ 万円一般旅券印紙等購買基金

５ ０ . ０１ 億 ５ , ０ ０ ７ 万円国民健康保険財政調整基金

△ ３ １ . ７２ , ０ ０ ３ 万円東日本大震災復興推進基金

平成2６年3月31日現在

平成2６年3月31日現在

平成2６年３月3１日現在

(３１)
※増減率は前年同月末の額との比較



　

貸
借
対
照
表
と
は
？

　

町
が
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
に
保
有
し
て
い
る
財
産（
資
産
）

と
、
そ
の
資
産
を
ど
の
よ
う
な
財
源

（
負
債
・
純
資
産
）で
賄
っ
て
き
た
か

を
総
括
的
に
対
照
表
示
し
た
一
覧
表

で
す
。

　

ま
た
、
資
産
合
計
額
と
負
債
・
純

資
産
合
計
額
が
一
致
し
、
左
右
が
バ

ラ
ン
ス
し
て
い
る
表
で
あ
る
こ
と
か

ら
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
も
呼
ば
れ
ま

す
。

　

町
の
決
算
が
、
一
会
計
年
度
の
収

入
、
支
出
の
状
況
を
表
し
て
い
る
の

に
対
し
、
貸
借
対
照
表
は
今
ま
で
に

蓄
え
ら
れ
た
財
産
の
状
況
や
将
来
に

負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
借
入
金

の
状
況
な
ど
を
全
体
的
に
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

資
産
合
計
は
約
３
3
8
億
円

貸　　　　　方
町民一人当り（円）全体（千円）負債の部

 

183,194

0

0

15,174

15,174

54,487

484

253,339

 

4,755,171

0

0

393,908

393,908

1,414,331

12,563

6,575,973

１．固定負債

　敢地方債

　柑長期未払金

　①物件の購入等

　②債務保証又は損失補償

　③その他

　長期未払金計

　桓退職手当引当金

　棺損失補償等引当金

　固定負債合計

 

14,171

0

0

2,817

16,988

270,327

 

367,824

0

0

73,109

440,933

7,016,906

２．流動負債

　敢翌年度償還予定地方債

　柑短期借入金

　桓未払金

　棺賞与引当金

　流動負債合計

　負債合計

町民
一人当り（円）全体（千円）純資産の部

122,405

 
1,052,208

△142,804

1,031,809

3,177,279

27,312,156

△3,706,753

26,782,682

１．公共資産等整備
　　国県補助金等

２．公共資産等整
　　備一般財源等

３．その他一般財源等

　純資産合計

１,３０２,１３６３３,７９９,５８８負債・純資産合計

借　　　　　方
町民一人当り（円）全体（千円）資産の部

 

427,532
481,063
15,486
34,261
20,654
6,924

123,620
1,109,540

0
1,109,540

11,097,446
12,486,958
401,969
889,324
536,104
179,715
3,208,817
28,800,333

0
28,800,333

１公共資産
(１)有形固定資産
　①生活インフラ・国土保全
　②教育
　③福祉
　④環境衛生
　⑤産業振興
　⑥消防
　⑦総務
　有形固定資産合計
(２)売却可能資産
　 公共資産合計

 

11,925
0

11,925
1,081

34,738
17,296

0
47,648
99,682
112,688

309,549
0

309,549
28,068

901,700
448,954

0
1,236,798
2,587,452

２．投資等
(1)投資及び出資金
　①投資及び出資金
　②投資損失引当金
　 投資及び出資金計
　柑貸付金
　桓基金等
　　①特定目的基金
　　②土地開発基金
　　③定額運用基金
　　④退職手当組合積立金
　　基金等計
　投資等合計

 
 

53,841
8,210
12,911
74,962

4,864
82

4,946
79,908

 
 

1,397,561
213,112
335,137
1,945,810

 
126,254
2,122

128,376
2,074,186

３．流動資産
　敢現金預金
　　①財政調整基金
　　②減債基金
　　③歳計現金
　　現金預金計
　柑未収金
　　①地方税
　　②その他
　　未収金計
　流動資産合計

1,302,13633,799,588資産合計

※町民一人当りの金額は、バランスシートの金額を基準日（平成2６年3月31日）の住基
　人口25,957人で算出しています。

　

資
産
合
計
は
約
３
３
８
億
円
、
負

債
合
計
は
約　

億
円
、
純
資
産
は
約

７０

２
６
８
億
円
と
な
り
、
町
民
一
人
当

り
に
換
算
す
る
と
資
産
が
１
３
０
万

２
１
３
６
円
、
負
債
が　

万
３
２
７

２７

円
、
純
資
産
が
１
０
３
万
１
８
０
９

円
と
な
り
ま
し
た
。

「
資
産
」

　

学
校
、
公
園
、
道
路
な
ど
将

来
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
社
会
資

本
と
投
資
、
基
金
、
税
金
な
ど

将
来
現
金
化
す
る
こ
と
が
可
能

な
資
産

「
負
債
」

　

地
方
債
や
退
職
手
当
引
当
金

な
ど
将
来
世
代
が
負
担
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
部
分

「
純
資
産
」

　

国
・
県
の
補
助
金
や
納
付
さ

れ
た
税
金
な
ど
過
去
及
び
現
世

代
が
負
担
し
た
部
分

一般会計貸借対照表

2,925,069

消防
0.6％

福祉
1.4％

産業振興
1.9％
環境衛生
3.1％

総務
11.1％

生活インフラ・国土保全
38.5％

教育
43.4％

有形固定資産の行政目的別割合

町の状況

バランスシートが示す

(３２)



公営企業会計(消費税含）

差 引歳 出歳 入事 業 名

水 道 事 業

１,１２１万円３億３,１３０万円３億４,２５１万円・収益的収支

△１億１,２０１万円１億３,２０１万円２,０００万円・資本的収支
※資本的収入額が資本的支出額に対し不足する１億１,２０１万円は、過年度分損益勘定留保資金繰越金１億９３５万円、
　当該年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額２６６万円で補てんしました。

毅 毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅

(公財)施設振興事業団

差 引歳 出歳 入会 計 名

△８０４万円９,３４９万円８,５４５万円公益目的事業会計

１９６万円８２１万円１,０１７万円収益事業会計

７１９万円１,２９５万円２,０１４万円法 人 会 計

１１１万円１億１,４６５万円１億１,５７６万円総 合 計

特別会計

差 引歳 出歳 入事 業 名

２億１,８１３万円２６億１,５６１万円２８億３,３７４万円国民健康保険
３,１９５万円１５億４,４９９万円１５億７,６９４万円介 護 保 険
２８８万円２億１,６８６万円２億１,９７４万円後期高齢者医療
２０１万円５,８０２万円６,００３万円農業集落排水事業
１,９６５万円７億１,７２６万円７億３,６９１万円公共下水道事業
６,４９１万円６,７３３万円１億３,２２４万円町営墓地事業

毅 毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅

保 険 給 付 費保 険 税 負 担 額区 分

国民健康保険税負担額

及び給付状況

２２４,１１４円７４,３１８円一 般 被 保 険 者１ 人 当 り
２２２,２２９円８１,４８０円退職被保険者等
４０３,２４２円１３３,７１８円一 般 被 保 険 者１ 世 帯 当 り
４８７,６９０円１７８,８１２円退職被保険者等

毅 毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅

毅 毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅

特別会計
企業会計等
決算報告

平成２５年度

(３３)



予算の執行状況

平成２６年度

●26年度上半期の
　一般会計予算執行状況
　（繰越事業費含む）（９月30日現在）

（歳入額）予算額 （歳出額）予算額

（42.5％）

（27.5％）

（42.0％）

（83.6％）

（47.5％）

（19.6％）

（59.8％）

（0.0％）

（14.3％）

（44.0％）

（48.3％）

（45.7％）

（0.0％）

（18.3％）

（19.1％）

（37.4％）

（40.8％）

（32.1％）

（19.0％）

（24.5％）

（20.3％）

（1.6％）

（44.7％）

（34.5％）

（95.7％）

（63.8％）

（万円）

（48.7％）

（53.5％）

（9.0％）

（41.8％）

（27.3％）

（34.6％）

（21.6％）

（25.5％）

（40.6％）

（万円）

●26年度上半期の特別会計予算執行状況（繰越事業費含む）（９月30日現在）

【水道事業】

（万円） （万円）

（万円） （万円）

（歳出額）予算額

歳  出

（歳出額）予算額 歳  出

（歳入額）

歳  入

予算額

（歳入額）歳  入 予算額

（32.4％）

1億 2億 3億 4億1億2億3億4億

5億10億15億20億25億

5億 10億 15億 20億 25億 30億 35億 40億

5億 10億 15億 20億 25億 30億5億10億15億20億25億30億

後期高齢者医療

国民健康保険

介  護  保  険

農業集落排水事業

公共下水道事業

町営墓地事業

28億4971 
 (11億6344)
16億5008 
(5億2919)
2億3538 
  (4481)
5885 
(1445)
7億4440 
(1億5092)
7558 
(120)

28億4971 
(12億5374)
16億5008 
(7億9708)
2億3538 
(8807)
5885 
(2629)
7億4440 
(2億5695)
7558 
(7236)

収益的収支

資本的収支

3億3976 
(6217)
2億6066 
(4970)

3億7428 
(1億7102)
2130 
(0)

歳　　　　

入

歳　　　　

出

総 務 費

民 生 費

農林水産業費

教 育 費

土 木 費

衛 生 費

公 債 費

議 会 費

消 防 費

そ の 他

そ の 他

地方交付税

繰 越 金

繰 入 金

町　  税

町　　債

分担金及び
負担金

国・県支出金

地方譲与税

地方消費税
交付金

22億5890

(9億1670)

13億1733

(3億3594)

11億6582

(3億7772)

8億6695

 (1億8746)

8億4074

 (7543)

7億1259

 (2億4678)

4億3007

(1億1758)

3億5614

(1億4871)

 1億2076

  (6455)

8776

                      (4270)

1億1898

(5058)

1億0000

(2753)

1億1038

(4639)

1億7854

(1億4922)

3億1000

(1億4733)

5億899

(1億0000)

6億6800

(3億9922)

6億7580

(0)

17億7539

(2億5476)

37億1096

(23億6940)

基金現在高
増減率（％）金　　額基　　　金　　　名

△ １ . ７１ ４ 億 １ , ８ ８ ０ 万円財政調整基金

０ . ０１ 億 ９ , ８ ８ ２ 万円公共施設整備基金

１ ０ . １３ 億 ３ , ７ ２ １ 万円義務教育施設整備基金

０ . ０２ 億 １ , ３ １ ３ 万円減債基金

０ . ０１ 億 ３ ４ ６ 万円まちづくり基金

１ . １１ , ０ ３ ０ 万円災害基金

０ . ０２ 億 ２ , ６ ４ ３ 万円地域福祉基金

０ . ０２ 億 ７ , ９ ９ ６ 万円土地開発基金

１ ４ ４ . ２３ , ０ ６ ９ 万円介護保険給付費準備基金

△ ５ ３ . ２３ ６ ８ 万円重要文化財野木町煉瓦窯保存基金

０ . ０２ ０ ０ 万円一般旅券印紙等購買基金

０ . ０１ 億 ５ , ０ ０ ８  万円国民健康保険財政調整基金

△ ３ １ . ７２ , ０ ０ ３ 万円東日本大震災復興推進基金

公債現在高
増減率（％）金　　　額事  業  債  名

５ . ０４ ９ 億　 ７ ８ ８ 万円一般会計事業債

△ ５ . ６３ 億 ９ , ５ ０ ５ 万円農業集落排水事業債

０ . ０４ １ 億 ７ , ７ ３ ６ 万円下水道事業債

△ ６ １ . １３ , ３ ０ ６ 万円町営墓地事業債
△ ４ . ４９ 億 ９ , ４ ９ ３ 万円水 道 事 業 債

１ . １１ ０ ５ 億 　  ８ ２ ８ 万円合　　　計

財産現在高
建物（釈）土地（釈）区　　　　　　分

５ , １ ７ ７ . ０ ９２ ４ , ３ ０ ６ . ９ ４本 庁 舎

１ , ０ ４ ２ . １ ２３ , ２ ８ ９ . ５ ２警察（消防）施設その他の

公共施設 ４ ５ ８ . ５ ４４ , ８ ８ ９ . ７ ０その他の施設

４ ７ , ２ ７ ４ . ９ ８２ １ ３ , ６ ３ ６ . ２ ８学 校

公 共 用

財 産

４ ９ ８ . ３ ６２ , ０ ８ ４ . ０ ０公 営 住 宅

４ ２ ７ . ３ ７２ ５ ９, ５ ３ ４ . ６ ３公 園

２ ０ , ２ ６ ０ . ５ ３３ １ １ , ８ ８ ０ . １ ３その他の施設

７ ７ ２ . ２ ４１ ０ ４ , ３ ０ ８ . ６ ８山 林 ・ そ の 他

７ ５ , ９ １ １ . ２ ３９ ２ ３ , ９ ２ ９ . ８ ８合　　　　　　計

平成2６年9月30日現在

平成2６年9月30日現在

平成2６年9月30日現在

(３４)



　

虐
待
は
人
権
を
著
し
く
侵
害
し
、

心
身
の
健
康
ま
た
は
生
命
に
深
刻
な

影
響
を
お
よ
ぼ
す
行
為
で
あ
り
、
そ

の
中
に
は
犯
罪
に
つ
な
が
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
行
為
は
、
い
か
な
る

場
合
で
あ
っ
て
も
許
さ
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

家
庭
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
虐
待
や
暴
力

を
予
防
す
る
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

　

早
期
発
見
、
早
期
対
応
が
被
害
を

最
小
限
に
お
さ
え
ま
す
。
虐
待
を
見

た
り
、
知
っ
た
り
し
た
場
合
は
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
連
絡
さ
れ
た
か
た

の
情
報
は
守
ら
れ
、
外
部
に
も
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

連
絡
先

○
総
合
窓
口

　

月
～
金（
祝
日
、年
末
年
始
除
く
）

　

８
時　

分
～　

時　

分

３０

１７

１５

　

役
場
生
活
環
境
課
撒（　

）４
１
３
２

５７

○
配
偶
者
暴
力（
Ｄ
Ｖ
）は

　

月
～
金（
祝
日
、年
末
年
始
除
く
）

　

８
時　

分
～　

時　

分

３０

１７

１５

　

役
場
生
活
環
境
課
撒（　

）４
１
３
２

５７

　

【
緊
急
・
夜
間
は
】

　

小
山
警
察
署

　

撒
０
２
８
５（　

）０
１
１
０

２５

　

（　

時
間
、３
６
５
日
）

２４

○
児
童
虐
待
は

　

月
～
金（
祝
日
、年
末
年
始
除
く
）

　

８
時　

分
～　

時　

分

３０

１７

１５

　

役
場
こ
ど
も
教
育
課
撒（　

）４
１
３
８

５７

　

【
休
日
・
夜
間
は
】

　

児
童
虐
待
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル

　

撒
０
２
８（
６
６
５
）３
６
７
７

○
高
齢
者
虐
待
は

　

月
～
金（
祝
日
、年
末
年
始
除
く
）

　

８
時　

分
～　

時　

分

３０

１７

１５

　

役
場
健
康
福
祉
課
撒（　

）４
１
７
３

５７

　

野
木
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

撒（　

）２
４
０
０（　

時
間
受
付
）

５７

２４

○
障
が
い
者
虐
待
は

　

月
～
金（
祝
日
、年
末
年
始
除
く
）

　

８
時　

分
～　

時　

分

３０

１７

１５

　

役
場
健
康
福
祉
課
撒（　

）４
１
９
６

５７

　

【
休
日
・
夜
間
は
】

　

撒
０
９
０（
３
２
４
６
）２
２
６
０

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

　

月　

日
～　

日

１１

１２

２５

　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
や
性
犯
罪
、

売
買
春
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
人
身
取
引

な
ど
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
女

性
の
人
権
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、

決
し
て
許
さ
れ
る
行
為
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
考
え
、

暴
力
の
な
い
社
会
づ
く
り
を
進
め
ま

し
ょ
う
。

　

月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

１１問
こ
ど
も
教
育
課
撒（　

）４
１
６
２

５７

　

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
す

べ
き
問
題
で
す
。

　

あ
な
た
の
連
絡
相
談
が
子
ど
も
を

守
る
と
と
も
に
、子
育
て
に
悩
む
保

護
者
を
支
援
す
る
大
き
な
一
歩
と
な

り
ま
す
。

(３５)

み
ん
な
で
防
ご
う
虐
待
・
暴
力

身体的虐待・暴力
殴る、蹴る、突き飛
ばす、物を投げる、
首をしめる、
食事を与えないなど

性的虐待・暴力
性交・性行為の強要。
嫌がっているのに裸
の写真やビデオを
撮るなど

心理的虐待・暴力
大声で怒鳴る、罵る、
無視する、脅す、
自尊心を傷つける
など

社会的虐待・暴力
相手の生活や行動を
制限する、友人との
付き合いを制限する
など

ネグラクト
（世話に放棄）
食べ物を与えない
長時間の放置など

経済的虐待・暴力
同意を得ないで財産を
使う。不動産の無断売
却。少額しか生活費を
渡さない、働きにいか
せないなど



 
　

活

動

・

記

録

の

冊

子

発

行

　

栃
木
県
わ
が
町
協
働
推
進
事
業
と
い
う
補
助
事
業
が
あ
る
こ
と

を
聞
き
、
申
請
し
、
認
可
を
受
け
、
平
成　

年
度
か
ら
の
３
か
年

２４

で
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
事
業
名
は
、「
野
木
町
煉
瓦
窯
再
発

見
と
発
信
事
業
～
子
ど
も
た
ち
へ
の
伝
承
～
」
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
の
ス
タ
ー
ト
時
期
は
、
煉
瓦
窯
を
愛
す
る
会
も
設
立

し
た
ば
か
り
で
、
活
動
に
必
携
な
ビ
デ
オ
、
カ
メ
ラ
、
Ｉ
Ｃ
レ
コ

ー
ダ
な
ど
は
会
員
個
人
の
私
物
を
借
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
入
手

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
活
動
資
材
を
駆
使
し
た
修
理
工

事
の
記
録
を
集
約
し
て
、
事
業
の
目
的
で
も
あ
る
「
子
ど
も
た
ち

へ
の
伝
承
」
の
た
め
、
工
事
完
成
を
機
に
冊
子
を
作
る
計
画
で
す
。

　

ま
た
、
近
隣
の
煉
瓦
建
造
物
・
日
本
煉
瓦
株
な
ど
へ
の
視
察
研

修
や
煉
瓦
窯
の
関
係
者
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
も
実
施
し
ま
し
た
。

視
察
研
修
は
、
野
木
町
煉
瓦
窯
の
発
祥
の
地
で
あ
る
旧
谷
中
村
、

そ
の
先
の
渡
良
瀬
川
源
流
、
足
尾
方
面
へ
と
行
き
先
も
広
げ
て
い

き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
情
報
も
冊
子
へ
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

　

編
集
項
目
・
記
事
担
当
・
原
稿
校
正
・
日
程
な
ど
、
冊
子
の
完

成
へ
向
け
て
の
会
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

編集会議

野
木
町
煉
瓦
窯
を
愛
す
る
会

パソコンで映像確認編集

町内の交通事故

２件数

９
月
累
計

０死者

２傷者

３ ６ 
（△ １ ０）

件数
（増減）

　

年
累
計
（
前
年
比
）

２６

０
（△ ２）

死者
（増減）

４ ４ 
（△ ６）

傷者
（増減）

町内の救急出場

６ ３
出場
件数９

月
累
計

５ ６
搬送
人員

４ １ ３
（△ ５ ２）

出場
件数
（増減）

　
　

年
度
累
計
（
前
年
比
）

２６

３ ７ ７
（△ ５ ８）

搬送
人員
（増減）

町内の犯罪発生件数

５空き巣

９
月
累
計

１自動車盗

０車上ねらい

１自転車盗

１８
（△ ６）

空き巣
（増減）

　

年
累
計
（
前
年
比
）

２６

２
（△ ７）

自動車盗
（増減）

７
（△ ２ ３）

車上ねらい
（増減）

１ ４ 
（△ ６）

自転車盗
（増減）

煉瓦窯の保存修復費用として、

　皆さんの寄附金・募金を受付けています。

産９月末までにご協力いただいた寄附金・募金

　　　寄附金 ８ ，１ ２ ６ ，８ ５ ０ 円　　　
　　　（内ふるさと納税 ２ ，７ １ ４ ，０ ０ ０ 円）　　　
　　　募　金 １ ，０ ０ ９，２ ９ ４ 円　　　
　　　　計 ９ ，１ ３ ６ ，１ ４ ４ 円　　 　

　　
問生涯学習課撒（５ ７）４ １ ８ ８

野木町煉瓦窯野木町煉瓦窯をを

未来に残すために　　　未来に残すために！！

お子さんの写真大募集！
　「広報のぎ」では、裏表紙にて「わが家のアイド
ル」と題し、町内にお住まいのお子さんの写真を掲
載しています。たくさんのご応募お待ちしていま
す！　
興対　象　
　町内に住所を有する方
興応募資格者　
　お子さん（未就学児）の保護者
興申込方法　
　写真を添え、役場政策課まで申込書を持参して
ください。申込書は政策課窓口または町ホームペ
ージからでも入手できます。
興掲載内容　
・お子さんの写真（氏名・年齢）
・紹介文、メッセージ等（６０文字程度）
※詳しいことはお問い合わせください。
興応募先
〒３２９ー０１９５（住所不要）
町総合政策部政策課広報広聴係
　撒（５７）４１３４　胃（５７）４１９０
　死seisaku@town.nogi.lg.jp
問総合政策部政策課広報広聴係撒（５７）４１３４

(３６)



 
故
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る
さ
と

 

広
報
連
絡
委
員　
 

川
元　

由
美
子

　

市
民
と
行
政
と
の
協
働
講
座
「
野

木
・
ま
ち
な
か
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
」
は
今
年
で
7
年
目
。
町
の
自
然

と
農
業
を
親
子
で
体
験
す
る
講
座
で

す
が
、
こ
れ
ま
で
不
思
議
な
ほ
ど
天

候
に
恵
ま
れ
、
農
業
体
験
が
中
止
に

な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

で
も
今
年
の
初
回
「
田
植
え
」
は

雨
で
気
温
が
低
い
た
め
中
止
。
有
機

無
農
薬
農
業
の
講
座
と
地
産
野
菜
の

試
食
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

2
回
目
「
思
川
河
畔
散
策
と
桑
の

実
摘
み
」
も
前
日
ま
で
の
大
雨
の
た

め
思
川
河
畔
の
整
備
道
路
の
水
が
引

か
ず
コ
ー
ス
を
変
え
て
、
水
辺
の
楽

校
、
野
木
神
社
に
行
っ
て
お
話
を
聞

き
、
満
福
寺
か
ら
土
手
に
上
が
っ
て

渡
良
瀬
遊
水
地
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　

そ
の
次
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収
穫

体
験
で
は
不
安
定
な
天
候
が
続
く
中
、

健
気
に
育
っ
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
も

ぎ
取
り
、
そ
れ
を
蒸
し
て
農
家
の
軒

下
で
試
食
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

と
て
も
甘
く
て
美
味
し
い
と
子
供
た

ち
は
大
喜
び
で
し
た
。

　

今
年
は
年
初
め
か
ら
大
雪
に
見
舞

わ
れ
、
梅
雨
頃
か
ら
大
雨
、
長
雨
と

災
害
が
続
い
て
甚
大
な
被
害
が
各
地

で
出
て
い
ま
す
。「
そ
の
よ
う
な
気

象
の
影
響
を
農
業
は
も
ろ
に
受
け

る
」
と
生
産
者
が
子
供
た
ち
に
話
し

て
く
だ
さ
る
こ
と
で
、
自
然
へ
の
畏

敬
の
念
や
食
を
大
切
に
す
る
気
持
ち

が
育
ま
れ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

４
回
目
の
講
座
は
野
木
町
で
た
だ

１
軒
に
な
っ
た
ヨ
シ
ズ
作
り
の
仕
事

場
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
ヨ
シ
ズ
作

り
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
は
、
谷
中
村

が
廃
村
に
な
っ
て
人
が
住
ま
な
く
な

っ
た
跡
地
に

土
砂
が
堆
積

し
、
ヨ
シ
が

自
生
す
る
よ

う
に
な
っ
て

か
ら
と
伺
っ

た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ

う
で
あ
れ
ば

な
お
さ
ら
ヨ
シ
ズ
作
り
が
重
要
な
意

味
を
持
つ
よ
う
に
思
え
ま
す
。
ヨ
シ

ズ
作
り
を
体
験
し
た
子
供
た
ち
は
小

さ
な
ヨ
シ
ズ
を
お
土
産
に
も
ら
っ
て

帰
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
様
々
な
体
験
を
通
し

て
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
を
知
り
、
故

郷
へ
の
愛
着
が
芽
生
え
る
こ
と
を
願

わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

(３７)

広報連絡委員 レポート 呉 ３ ４ ２

シ
リ
ー
ズ 

野
木
町
の
ご
み
処
理

問
町
民
生
活
部
生
活
環
境
課
撒（　

）４
２
４
７

５７

㊱
ご
み
の
分
別
と
出
し
方 

 

（
ポ
イ
ン
ト
チ
ェ
ッ
ク
）

　

全
号
に
つ
づ
き
、
今
回
は「
不
燃
ご

み
」・「
資
源
物
」つ
い
て
分
別
と
出
し
方

の
ポ
イ
ン
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し

ょ
う
。

Q
4　

不
燃
ご
み
の
出
し
方
は　

　

透
明
又
は
白
色
半
透
明
の
袋（
レ
ジ

袋
可
）を
利
用
し
、
き
ち
ん
と
口
を
結

ん
で「
不
燃
ご
み
」集
積
所
に
収
集
日
の

朝
８
時
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

チェッ
ク
１
） 
ス
プ
レ
ー
缶
は
必
ず
穴
を

開
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
火
災
の
原

因
に
な
り
ま
す
）

チェッ
ク
２
） 
自
転
車
を
出
す
場
合
は

「
不
要
」と
表
示
し
て
く
だ
さ
い
。（
ご
み

で
あ
る
と
の
表
示
に
な
り
ま
す
）

チェッ
ク
３
） 
木
類
を
出
す
場
合
は
長
さ

　

㎝

太
さ　

㎝

以
下
に
し
て
出
し
て

６０

２０

く
だ
さ
い
。

チェッ
ク
４
） 
蛍
光
灯
は
他
の
不
燃
ご
み

と
混
合
し
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

チェッ
ク
５
） 
ア
ス
ベ
ス
ト
を
使
用
し
た

家
庭
用
品
は
、
他
の
不
燃
ご
み
と
は
別

の
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
破

砕
処
理
を
せ
ず
に
適
正
な
処
分
を
行
い

ま
す
）

チェッ
ク
６
） 
一
辺
が　

㎝

を
超
え
る
も

６０

の
は「
粗
大
ご
み
」と
な
り
ま
す
。
集
積

所
に
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

Q
5　

資
源
物
の
出
し
方
は

　

次
の
ル
ー
ル
に
沿
っ
て
、「
資
源
物

集
積
所
」
に
収
集
日
当
日
の
朝
９
時
ま

で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
飲
料
用
の
空
き
缶
・
空
き
び
ん　

飲

料
用
、
醤
油
用
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

　

中
を
水
洗
い
し
、
集
積
所
に
設
置
さ

れ
た
青
い
コ
ン
テ
ナ
に
種
類
ご
と
に
分

け
ず
に
袋
か
ら
出
し
て
入
れ
て
く
だ
さ

い
。（
び
ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
自

動
で
分
別
処
理
し
ま
す
、
袋
は
自
動
分

別
処
理
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
）

●
古
紙（
新
聞
紙
、
広
告
紙
、
雑
誌
、
本
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
、
牛
乳
パ
ッ
ク
等
）

　

ひ
も
で
十
字
に
縛
っ
て
コ
ン
テ
ナ
の

隣
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。

●
古
布（
衣
類
全
般
、
毛
布
、
カ
ー
テ

ン
、
シ
ー
ツ
、
カ
バ
ー
等
）

　

ひ
も
で
十
字
に
縛
っ
て
コ
ン
テ
ナ
の

隣
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。

チェッ
ク
１
）  
缶
づ
め
、
ミ
ル
ク
缶
、
ス

プ
レ
ー
缶
は
不
燃
ご
み
で
す
。

チェッ
ク
２
）  
新
聞
紙
に
は
「
野
木
町
所

有
」
と
書
い
て
く
だ
さ
い
。

チェッ
ク
３
） 
布
団
、
座
布
団
、
カ
ー
ペ

ッ
ト
は
不
燃
ご
み
で
す
。

チェッ
ク
４
） 
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ

プ
は
不
燃
ご
み
で
す
。

ごみ収集車から火災発生
５月１２日若林区で、不燃ごみ収
集車から火災が発生しました。
原因はスプレー缶と思われます。
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蒲
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７
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０
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広 報 の ぎ

　最近、カメラを向けて「いいお顔～？」と

声を掛けると、ほっぺに人差し指を添えて

ニッコリとポーズをとるようになった、山

田家のいたずら坊主、陽生です!!

 山田 　 陽生 ちゃん （１歳３ヶ月）
やまだ ようせい

広 報 の ぎ

野木町観光大使　赤羽みちえ先生連載第⑦号

　問総合政策部政策課撒（５７）４１３４　問野木町観光協会（町産業課内）撒（５７）４１５３

ＴＯＷＮ－ＮＯＧＩ 
イルミネーション ２ ０ １ ４

　町観光協会では、野木町冬の風物詩として定着

した、 「ＴＯＷＮ－ＮＯＧＩイルミネーション２０１４」を

平成２６年１１月２１日（金）から点灯いたします。

　期間中は、ＪＲ野木駅前東西ロータリーに「エ

ンジェル」、「ペガサス」、「ペンギン」等多数のオ

ブジェが登場するなど、東西併せて約 ７ ５, ０ ０ ０ 球の

ＬＥＤライトが冬の駅前を華やかに彩ります。

点灯期間
  １１月２１日（金）～
　　１月９日（金）

点灯時間
  １７時前後～２４時

場所
  JR野木駅前
  東西ロータリー

  ※車でお越しの際は、周辺の有料駐車場をご利
  用ください。

　     
島
田　

政
男

 
（
野
木
町
P
T
A
連
合
会
会
長
）

　

音
楽
高
校
で
チ
ェ
ロ
を
専
攻
す
る
少
年
の
、
青
春
と
恋
と
挫
折
を
描
い
た
大
河
小
説
。

　

主
人
公
は
筆
者
の
分
身
で
あ
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
も　

代
の
筆
者
が
過
去
を
回
想
す
る

４０

形
で
進
ん
で
い
く
。
音
高
が
舞
台
、
ま
た
主
人
公
の
親
族
が
み
な
音
楽
家
な
の
で
、
劇

中
に
描
か
れ
る
音
楽
が
見
も
の
、
い
や
、
聴
き
も
の
だ
。
交
響
詩「
前
奏
曲
」、
ブ
ラ
ン

デ
ン
ブ
ル
ク
協
奏
曲
、
交
響
曲
第　

番
…
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
い
う
高
尚
な
イ
メ
ー
ジ
と
は

４１

裏
腹
に
、
生
々
し
い
音
楽
の
中
で
、
主
人
公
た
ち
は
葛
藤
し
、
精
一
杯
生
き
る
。
こ
と

に
前
半
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
演
奏
さ
れ
る
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
は
圧
巻
。
主
人
公
が

恋
人
と
奏
で
る
音
楽
は
荒
削
り
な
が
ら
、
熱
く
、
そ
し
て
切
な
い
。

　

タ
イ
ト
ル
の
「
船
に
乗
れ
！
」
は
、
音
楽
と
は
直
接
関
係
の
な
い
、
哲
学
者
の
言
葉
。

こ
の
言
葉
を
主
人
公
に
贈
る
、
倫
理
教
師
と
主
人
公
と
の
関
係
も
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
も

う
一
つ
の
軸
に
な
っ
て
い
る
。

　

読
み
や
す
い
文
体
で
、
と
っ
つ
き
に
く
そ
う
な
テ
ー
マ
で
も
す
ん
な
り
と
読
め
る
。

そ
し
て
読
ん
だ
ら
、
絶
対
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
が
聴
き
た
く
な
る
は
ず
！

「
船
に
乗
れ
！ 
Ⅰ
～
Ⅲ
」

藤
谷
治
著　

ポ
プ
ラ
文
庫
ピ
ュ
ア
フ
ル


